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新型コロナウイルスワクチンの
接種に関するお知らせ 接種費用無料

　ワクチン接種については、当面、確保できるワクチンの量に限りがあり、その供給も順次行
われることから、段階的に接種を進めていく予定です。

１　医療従事者など
２　高齢者（令和３年度中に65歳以上に達する方）
３　高齢者以外の基礎疾患を有する方または基準（BMI30以上）を満たす肥満の方
　　高齢者施設などの従事者
４　上記以外の方
　※ワクチンの供給量によっては、さらに年齢により細分化する可能性があります。

接
種
会
場（
高
野
病
院･

馬
場
医
院
）

広
野
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
感
染
症
対
策
班

保
健
セ
ン
タ
ー

接種予約対象者情報の送付

接 種 者 の 報 告

接種券などの送付
接種券などを持参し

予約日時に接種

ワクチン接種の
イメージ図








接種券を確認し
接種日時･会場を電話、
インターネット予約

接種対象者
封筒 接種券

接 種 順 位

　４月26日の週に福島県から広野町へワクチンの供給が開始される予定です。このワクチンを
使用して、まず高齢者から接種が始まります。

１　４月15日に接種券、予診票、新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせを発送します。接種券
は２回目の接種でも使用しますので、大切に保管してください。ワクチンの供給状況により、予約開
始日は未定ですが、今後お知らせします。
２　ワクチン接種を受けるには、必ず予約が必要です。インターネット又は電話で予約をします。
　広野町コロナワクチンコールセンター　☎0120ｰ567ｰ513　午前８時30分～午後５時15分（土日
祝日含む）インターネットでの予約方法は今後お知らせします。
　上記コールセンターやインターネットで予約ができる接種会場は、高野病院と馬場医院のみです。
３　電話予約をした方には、予約情報の通知が届きます。
４　ワクチン接種を受けます。
①接種券②予診票（自宅で記入してください）③本人確認書類（健康保険証等）を持って、予約した
日時に医療機関へ行き、ワクチン接種を受けます。なお、発熱（一般的には37.5℃以上）や体調のす
ぐれない方は当日の接種ができませんので、接種の延期をしてください。
※接種は２回になりますので、１回接種の翌日以降、２回目の予約をしてください。
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広野町外で接種を希望される方
　原則、住民票のある住所地での接種をすすめていますが、
やむを得ない場合は町外での接種も可能です。
※やむを得ない場合　　　　　　　　　　　　　　
　・出産のために里帰りしている妊産婦　　　　　
　・遠隔地へ下宿している学生	 	 　接種を希望する市町村へ申請が必要です。
　・単身赴任者　など

　・入院、入所されている方
　・基礎疾患を持つ方が主治医のもとで接種をする場合　など　	申請は不要です。

※	接種券がお手元に届きましたら、接種を希望する接種会場がある市町村へお問い合わ
せください。

東日本大震災による原子力災害で避難されている方
　町に避難者登録をされている方は、避難先の市町村への申請が不要な「住所地外接種
届出済証」を接種券に同封します。避難先以外での接種を希望される場合は、別途市町
村への申請が必要です。広野町で接種を希望する場合は、広野町コロナワクチンコール
センターへご予約ください。

問 	広野町コロナワクチンコールセンター　☎0120ｰ567ｰ513
広野町　保健センター　　　　　　　　☎0240ｰ27ｰ3040

Q１ 接種券はいつ頃届きますか？
A			高齢者の方につきましては、4月15日に発送します。それ以外の方についてはワクチン接種が開始
される時期の前に送付いたします。接種券にはワクチン接種を受けるための重要な情報が掲載され
ておりますので、大切に保管してください。

Q２ 接種券はどこに送付されますか？
A			基本的には住民票の住所地ですが、高齢者の方につきましては、広野町健康福祉課において介護保
険証等の送付先が施設入所などの理由により住民票の住所地以外に登録されている方は、登録先の
住所に送付いたします。送付先の変更登録をされていない方で、住民票の住所地に居住されていな
い方は、郵便物の転送手続きをお願いします。また、発送からお手元に届くまで、お時間がかかる
場合があります。

Q３ 持病があり、かかりつけ医に定期受診していますが、ワクチン接種が不安です。
A			定期受診の際に、主治医に接種について相談しておくことをおすすめします。

Q４ アナフィラキシーではどのような症状が出ますか。
A				薬や食物が身体に入ってから、短時間で起きることのあるアレルギー反応をアナフィラキシーとい
います。じんましん等の皮膚症状、腹痛や嘔吐などの消化器症状、息苦しさなどの呼吸器症状が急
におこります。血圧低下や意識レベルの低下（呼びかけに反応しない）を伴う場合を、アナフィラ
キシーショックと呼びます。

よくあるご質問
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東
日
本
大
震
災
並
び
に
原
子
力
災
害
か
ら
10
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
に
よ
り
、
今
日
に
至
る

ま
で
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
、
直
接
死
と
震
災
関
連

死
を
併
せ
て
49
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
被
災

さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
３
月
11
日
を
迎
え
、
町
民
、
子
ど
も
た
ち
が

海
岸
に
集
い
、
発
災
か
ら
今
日
ま
で
被
災
さ
れ
た
全

て
の
方
に
対
し
『
被
災
の
祈
り
』
を
行
い
ま
し
た
。

津
波
被
害
に
よ
り
犠
牲
と
な
っ
た
尊
い
命
に
祈
り
、

被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
の
幸
せ
な
生
活
の
営
み
を

念
じ
、
町
民
、
子
供
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
黙
と
う

を
捧
げ
、
心
ひ
と
つ
に
真
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
を
誓
い
、
未
来
に
向
け
た
復
興
の
力
と
し
て
い
き

ま
す
。

　

広
野
町
は
、
未
曽
有
の
原
子
力
災
害
に
よ
り
緊
急

時
避
難
準
備
区
域
に
指
定
さ
れ
、
全
町
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
絶
望
的
な
状
況

か
ら
立
ち
上
が
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
際
社
会
か

ら
も
多
く
の
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、
町
民

一
人
一
人
が
納
得
し
て
帰
還
を
す
る「
幸
せ
な
帰
町
」

を
捉
え
、
町
民
９
割
の
帰
還
を
成
し
遂
げ
、
定
住
・

　

震
災
後
、
静
岡
県
で
活
動
を
続
け
て
き
た
Ｊ
Ｆ
Ａ

ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
男
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
春

か
ら
町
内
で
活
動
を
再
開
い
た
し
ま
す
。
ア
カ
デ

ミ
ー
生
は
中
学
３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
広
野

中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
り
、
万
全
の
態
勢
で

ア
カ
デ
ミ
ー
生
を
受
け
入
れ
、
生
徒
の
夢
や
希
望
が

叶
う
よ
う
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
に
は
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

宣
言
し
、
医
療
機
関
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
様
々
な
課
題
に
対
し

迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

福
島
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、
平
成
31
年
４
月
に
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
新
駅
の
開
業

と
と
も
に
全
面
再
開
を
迎
え
ま
し
た
。町
は
、Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
再
開
を
交
流
人
口
拡
大
に
つ
な
げ
、
新
た

な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

広
野
駅
東
側
に
子
育
て
世
代
を
始
め
と
す
る
住
宅

地
開
発
を
進
め
て
お
り
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
に
基
づ
く
新
た
な
社
会
創
出
に
向
け

て
、
空
き
家
等
を
活
用
し
た
お
試
し
住
宅
や
移
住
体

験
ツ
ア
ー
な
ど
、
移
住
・
定
住
施
策
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
被
災
地
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の

創
出
に
向
け
て
、
国
・
県
の
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
」
を
踏
ま
え
、
火
力
発
電
所
を
有
す
る
町

東日本大震災から10年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　
“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ
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東日本大震災から10年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　
“いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町づくり”へ

滞
在
者
を
併
せ
約
７
，
０
０
０
名
、
み
な
し
居
住
率

１
５
０
％
、
双
葉
地
方
か
ら
福
島
復
興
へ
の
安
心
・

安
全
な
「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
、
ご
厚
情
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
除
染
や
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

事
業
に
よ
り
生
活
環
境
の
回
復
を
進
め
る
と
と
も

に
、津
波
被
害
を
受
け
た
広
野
駅
東
側
で
は
防
潮
堤
、

嵩
上
げ
し
た
県
道
広
野
・
小
高
線
、
防
災
緑
地
が
整

備
さ
れ
、
広
野
町
で
生
活
す
る
皆
様
の
命
を
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
が
進
展
し
ま
し
た
。
災
害
公
営
住
宅
の

整
備
、公
設
商
業
施
設
「
ひ
ろ
の
て
ら
す
」
の
整
備
、

医
療
福
祉
施
設
の
充
実
を
図
り
、
居
住
環
境
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

広
野
駅
東
側
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
広
野
駅
前

東
口
広
場
が
完
成
し
た
ほ
か
、
広
野
み
ら
い
オ
フ
ィ

ス
、
ホ
テ
ル
ハ
タ
ゴ
イ
ン
福
島
広
野
、
馬
場
医
院
、

広
野
薬
局
、
広
野
町
商
工
会
等
が
立
地
し
、
復
興
拠

点
と
し
て
の
環
境
整
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
、
震
災
に
よ
っ
て
休
校
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
双
葉
地
方
の
五
つ
の
高
校
の
伝
統
・
文
化

を
継
承
し
、
未
来
創
造
型
教
育
の
展
望
か
ら
「
変
革

者
た
れ
」
の
建
学
の
精
神
の
も
と
、
ふ
た
ば
未
来
学

園
高
等
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
平
成
31
年
４
月
に

は
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校
の
開
校
と
共
に

広
野
こ
ど
も
園
「
ひ
ろ
ぱ
ー
く
」
が
開
園
し
、築
地
ヶ

丘
の
広
野
中
学
校
と
中
央
台
の
教
育
施
設
群
か
ら
な

る
「
教
育
の
丘
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
み
、

新
た
な
展
望
へ
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
里
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
に
対
す
る
誇
り
と

「
継
往
開
来
」
を
胸
に
、
広
野
町
は
本
年
を

ふ
る

里
復
興
・
創
生
「
躍
進
の
年
」

と
位
置
付
け
、
福

島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
向
け
た「
創

生
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
な
る
べ
く
、
新
た
な
時
代
の

安
心
・
安
全
な
「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実
か

つ
確
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
25
日
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
か
ら
聖
火
リ
レ
ー
が
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
東
京
五
輪
に
向
け
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共

和
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
を
「
復
興
あ
り
が
と

う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
し
て
、
東
京
五
輪
で
の
活
躍

を
応
援
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
か
ら
文
化
交
流
へ
取
り

組
み
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
多
く
の
御
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
国
内
及
び
世
界
の
方
々
に
伝

え
、
広
野
町
の
現
在
の
復
興
・
創
生
に
向
け
て
躍
進

す
る
元
気
な
姿
を
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
被
災
地
の
復
興
・
創
生
は
未
だ
道
半

ば
に
あ
り
、
福
島
・
双
葉
地
方
か
ら
復
興
・
創
生
へ
、

被
災
地
に
希
望
の
未
来
が
築
か
れ
て
い
く
よ
う
、
全

身
全
霊
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

写真提供：アジア航測㈱

広
野
町
長
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8
月
26
日

４
月
８
日

３
月
１
日

平
成
27
年

11
月
29
日

10
月
22
日

平
成
26
年

11
月
27
日

11
月
４
日

平
成
25
年

8
月
27
日

８
月
11
日

３
月
31
日

平
成
24
年

10
月
10
日

9
月
30
日

６
月
30
日

４
月
22
日

４
月
15
日

４
月
９
日

３
月
15
日

３
月
13
日

３
月
11
日

平
成
23
年

▼
町
政
施
行
75
周
年
式
典

▼「
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
等
学
校
」が
開
校

▼
常
磐
自
動
車
道
が
全
線
開
通

（
２
０
１
５
年
）

▼�

第
１
回
広
野

ふ
る
里
ふ
れ
あ
い


　
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
④

▼
広
野
原
団
地
の
入
居
開
始

（
２
０
１
４
年
）

▼�

米
の
全
量
全
袋
検
査
で
基
準
値
内
で

あ
る
こ
と
を
確
認
。宮
内
庁
に
贈
呈
③

▼�

二
ツ
沼
総
合
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
再
開

（
２
０
１
３
年
）

▼
教
育
施
設
が
町
内
で
再
開
②

▼
広
野
町
復
興
祈
念
花
火
大
会
①

▼
避
難
指
示
解
除（
町
長
発
令
）

（
２
０
１
２
年
）

▼�
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
久
ノ
浜
駅
～
広
野
駅
間

　
運
転
再
開

▼
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
の
指
定
解
除

▼
応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
開
始

▼�

広
野
町
全
域
が
緊
急
時
避
難
準
備
区

域
に
指
定

▼
広
野
町
役
場
湯
本
支
所
を
開
設

▼
ホ
テ
ル
な
ど
へ
の
二
次
避
難
開
始

▼
小
野
町・平
田
村・石
川
町・浅
川
町・

　
福
島
高
専・三
郷
市
に
避
難
所
開
設

▼
避
難
指
示
発
令（
町
長
発
令
）

▼
東
日
本
大
震
災
発
生

（
２
０
１
１
年
）

広野町復興祈念花火大会（平成24年）①

町内で再開した教育施設（平成24年）②

広野“ふる里ふれあい”マラソン
（平成26年）④

ひろの防災緑地植樹祭（平成28年）⑥

「ひろのてらす」オープン（平成28年）⑤

皇室への献穀米を収穫（平成25年）③

防災備蓄倉庫完成（平成28年）⑧

天皇皇后両陛下が特別行幸啓
（平成28年）⑦

　震災から10年、広野町は、未曽有の原子力災害
により全町避難を余儀なくされましたが、絶望的な
状況から立ち上がり、国内はもとより国際社会から
多くのご支援、ご厚情を賜り、町民９割の帰還を成
し遂げ、定住・滞在者を併せ7000名、「みなし居住率」
150％、双葉地方から福島復興への安心・安全な「共
生のまちづくり」に邁進してきました。

東日本大震災
10 年の記憶
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３
月
11
日

２
月
28
日

令
和
３
年

10
月
24
日

２
月
２
日

令
和
２
年

8
月
27
日

４
月
20
日

４
月
８
日

４
月
６
日

平
成
31
年・令
和
元
年  （
２
０
１
９
年
）

12
月
24
日

４
月
８
日

１
月
21
日

１
月
７
日

平
成
30
年

５
月
11
日

３
月
25
日

平
成
29
年

10
月
13
日

6
月
30
日

３
月
５
日

平
成
28
年

▼
広
野
町「
被
災
の
祈
り
」を
開
催
⑯

▼
広
野
町
復
旧・復
興
事
業
竣
工
式

（
２
０
２
１
年
）

▼�

広
野
町
町
制
施
行
80
周
年
記
念
、

　
南
相
馬
市・広
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　
交
流
会
を
開
催

▼
農
用
地
で
の
野
焼
き
再
開
⑮

（
２
０
２
０
年
）

▼
内
堀
知
事
に
広
野
町
産
バ
ナ
ナ
贈
呈
⑭

▼
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駅
開
業
／

　
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
全
面
再
開

▼「
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
」開
校
⑬

▼
広
野
こ
ど
も
園（
愛
称
ひ
ろ
ぱ
ー
く
）

　
開
園
式・入
園
式
⑫

▼
広
野
町
暮
市
が
再
開
⑪

▼
浜
下
り
神
事「
タ
ン
タ
ン
ペ
ロ
ペ
ロ
」

　
再
開
⑩

▼
亀
山
神
社
百
矢
祭
再
開

▼
と
り
小
屋
復
活

（
２
０
１
８
年
）

▼
東
日
本
大
震
災
記
念
碑
除
幕
式
⑨

▼
大
平
未
来
団
地
の
入
居
開
始

（
２
０
１
７
年
）

▼
広
野
町
防
災
備
蓄
倉
庫
完
成
⑧

▼�

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
広
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
特
別
幸
啓
⑦

▼
公
設
商
業
施
設「
ひ
ろ
の
て
ら
す
」が

　
オ
ー
プ
ン
⑤

▼
ひ
ろ
の
防
災
緑
地
植
樹
祭
を
開
催
⑥

（
２
０
１
６
年
）

野焼きの再開（令和２年）⑮

広野町暮市が再開（平成30年）⑪広野町「被災の祈り」を開催（令和２年）⑯

「ふたば未来学園中学校」が開校
（平成31年）⑬

東日本大震災記念碑除幕式（平成29年）⑨

浜下り神事（平成30年）⑩

内堀知事に広野町産バナナ贈呈
（令和元年）⑭

広野こども園開園（平成31年）⑫

広野町の被害概要　� ※令和３年３月11日時点
■発生日時：平成23年３月11日午後２時46分
■人的被害：死亡３名、震災関連死46名
■住家被害：全壊113世帯、大規模半壊35世帯、半壊181世帯
■その他の被害：道路　町道15か所、下水道　下水処理場全壊、
　町内管路損傷、住宅　町営住宅１棟（15戸）全壊、
　教育施設　幼稚園・小中学校など、農地被害　44ヘクタール

東日本大震災
10 年の記憶
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東日本大震災10年 3.11広野町
「 被災の祈り 」

未来に向けた次の復興の力につなぐ
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記
録
と
教
訓
を
、

次
世
代
へ
継
承

　
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力

発
電
所
事
故
か
ら
10
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　
広
野
町
は
、
直
接
死
と
震

災
関
連
死
を
併
せ
て
49
名

の
尊
い
命
を
亡
く
し
ま
し

た
。
未
曽
有
の
大
災
害
に
よ

り
全
町
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
国
内
は
も
と

よ
り
国
際
社
会
か
ら
多
く
の

温
か
く
力
強
い
支
援
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
復

旧
・
復
興
事
業
を
展
開
し
、

こ
の
10
年
間
を
歩
ん
で
来
ま

し
た
。

　
震
災
か
ら
丸
10
年
と
な
る

令
和
３
年
３
月
11
日
、
発
災

か
ら
今
日
ま
で
被
災
さ
れ
た

全
て
の
方
々
に
対
し
『
被
災

の
祈
り
』
を
行
い
ま
し
た
。

　
津
波
被
害
に
よ
り
犠
牲
と

な
ら
れ
た
尊
い
命
に
祈
り
を

捧
げ
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の

方
々
の
幸
せ
な
生
活
の
営
み

を
念
じ
、
町
民
、
子
ど
も
達

が
一
体
と
な
っ
て
黙
と
う
を

捧
げ
、
心
ひ
と
つ
に
真
の
復

興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

　
震
災
・
原
発
事
故
の
記
録

と
教
訓
を
伝
え
る
ア
ー
カ
イ

ブ
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
、
震
災
か
ら
の
10
年
を
総

括
し
、
次
の
10
年
に
向
け
た

新
た
な
力
と
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故　

広
野
町
ア
ー
カ
イ
ブ
展

　
３
月
１
日
か
ら
31
日
ま

で
、
二
ツ
沼
総
合
公
園
パ
ー

ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
広
野

町
が
経
験
し
た
未
曾
有
の
複

合
災
害
の
記
録
と
教
訓
、
復

興
の
歩
み
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
ア
ー
カ
イ
ブ
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
復
興
へ
の
思

い
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ー
ド
に
は
多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

　
福
島
と
神
奈
川
の
学
生
コ

ラ
ボ
企
画
と
し
て
福
島
モ
ザ

イ
ク
ア
ー
ト
の
展
示
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
国
・
世
界
か

ら
１
４
８
０
枚
の
写
真
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
、
福
島

の
魅
力
、
福
島
の
思
い
出
、

伝
え
た
い
福
島
の
姿
が
詰

ま
っ
た
作
品
が
完
成
し
ま
し

た
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
３
月
１
日
か
ら
31
日
ま

で
、
二
ツ
沼
総
合
公
園
全
体

を
復
興
を
祈
念
し
て
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
期
間
中

に
は
、
友
だ
ち
や
親
子
で
楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

広野町アーカイブ展メッセージツリー

広野町を再現した模型 モザイクアート

パネル展示ライトアップされたステージ ライトアップされた公園

避難所を再現
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祈
り
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
広
野
町
夢
大
使
で
あ
る
オ
ペ
ラ
歌

手
の
前
川
健
生
氏
に
よ
る
「
祈
り
の

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。


福
島
行
進
曲

や

汽
車
、
高
原

列
車
は
行
く

と
い
っ
た
福
島
メ
ド

レ
ー
な
ど
７
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

被
災
の
祈
り

　
広
野
中
学
校
と
ふ
た
ば
未
来
学
園

の
生
徒
、町
民
な
ど
約
３
０
０
人
が
一

列
に
並
び
、震
災
発
生
時
刻
に
合
わ

せ
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。リ
ボ
ン

テ
ー
プ
の
端
と
端
を
握
っ
て
一
列
に

並
び
、心
を
ひ
と
つ
に
し
て
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。こ
の
祈
り
を
未
来

に
向
け
た
次
の
復
興
の
力
に
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

追
悼
献
花

　
震
災
で
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
方

や
未
だ
行
方
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
方
に
対
し
、
震
災
記
念
公
園
に

て
追
悼
の
献
花
を
行
い
ま
し
た
。
遠

藤
町
長
や
北
郷
議
長
な
ど
約
50
人
が

参
列
し
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン

　
２
０
０
個
の
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を

夜
空
に
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
、
広
野
町
の
復
興
を
支
え
続
け

て
く
れ
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
広
野
わ
い
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

主
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
未
来
に
向
け
た
願
い
を
込
め

た
ラ
ン
タ
ン
が
、
夜
空
を
彩
る
幻
想

的
な
光
景
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。

未 来 へ

前川健生さん

赤松美紀さん

防波堤に並ぶ

太平洋を望み祈りをささげる

浜街道に並ぶ 未来学園生 広野中学生

繋がる思い

コンサートの様子

祈りのコンサート

コンサートを聴く生徒

コンサートを聴く生徒 10年の歩みを伝える町長
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小
池
百
合
子�

東
京
都
知
事
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
広
野
町
は
、
私
が
環
境
大
臣
の
時
か

ら
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
で
す
。
一
時
、

就
任
直
後
の
２
０
１
６
年
11
月
に
は
、

こ
ち
ら
の
防
災
緑
地
を
訪
れ
ま
し
て
造

成
さ
れ
た
ば
か
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ツ

リ
ー
in
広
野
を
拝
見
し
ま
し
た
。
こ
の

度
、
震
災
か
ら
10
年
と
い
う
大
き
な
節

目
に
あ
た
っ
て
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
て
改
め
て
こ
の
場
所

に
思
い
を
は
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
被
災
地
の
復
興
は
着
実
に
進
展
し
て

い
ま
す
。
復
興
に
向
け
、
懸
命
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
み
な
さ
ん
の
努

力
の
賜
物
で
す
。
本
当
に
頭
が
下
が
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。
東
京
都
も
職
員
の

派
遣
や
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
夏
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
大
会

が
復
興
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
し
て
被
災
地
へ
の
エ
ー
ル
と
な
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
広
野
の
新
た
な
発
電
設
備
、

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
が
ま
も
な
く
稼
働
す
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
に
向
け
た
町
の
歩
み
も
加
速
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
東
京
は
、
こ
の
地

で
発
電
さ
れ
る
電
力
や
農
水
産
物
な
ど

東
北
か
ら
多
く
の
恵
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
被
災
地
へ
の
恩
返
し
、
私
た

ち
の
使
命
で
す
。

　
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
あ
の
災
害
を

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、ラ
ン
タ
ン
の

光
に
込
め
た
皆
様
の
思
い
を
受
け
止
め

て
こ
れ
か
ら
も
応
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
広
野
町
や
浜
通
り
が
見
事
に
復
興
を

と
げ
、
未
来
へ
の
希
望
、
そ
し
て
人
々

の
笑
顔
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
場
所
と
し
て

大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
を
し
ま
し
て
私
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

心 ひ と つ に
被災緑地を飾る

未来への思いを話す大和田真咲さん未来への思いを話す坂本優大さん

小池都知事

環境リレーションズ研究所の皆さん献花をする消防団追悼のことばをささげる町長

献花をする参列者

10年前の景色を伝える根本さん

寄贈の竹灯籠 スカイランタン

参加した子ども達

ライトアップされた
防災緑地



広野町ホームページで情報をいち早くお伝えします！
　広野町から「お知らせ」や「まちの話題」、「イベント」などの
情報をいち早くお伝えしています。ぜひご確認ください。 「広野町」

を検索
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まちの話題まちの話題まちの話題
広野町ゼロカーボンシティを宣言

　　新たなエネルギー社会の創出のために

第５回放射線健康対策委員会を開催
　　これまでの結果を検証・評価

第５回野菜づくり勉強会を開催
　　広野産の安心・安全な野菜づくり

　３月５日（金）、10年の節目の時期を捉え、双葉地
方のエネルギー立地地域の新たな展望に向け、火力発
電所を有する町として、世界的潮流となっている地球
温暖化防止、二酸化炭素排出の実質ゼロを目指し、新
たなエネルギー社会の創出のため、町は「広野町ゼロ
カーボンシティ宣言」をしました。将来世代に、広野
町の豊かな自然と里山、美しい水を守り残すため、町
民の皆さま・事業所等の皆さま一体となって取り組ん
でいきましょう。

　３月３日（水）、第５回広野町放射線健康対策委員
会を開催しました。オンライン形式で熊谷委員長をは
じめとする委員の皆さまと意見を交わし、放射線によ
る健康影響の観点から、これまで積み上げてきた多岐
にわたる放射線モニタリング結果の検証と評価を行っ
ていただきました。また、委員会としての答申に関し
ても、様々に議論を行いました。

　２月28日（日）、広野町中央体育館で第５回野菜づ
くり勉強会を開催しました。町民の皆さまに、野菜づ
くりに対して広く興味を持っていただくとともに、よ
り良い野菜の生産と広野産の安心・安全な野菜を知っ
ていただくために開催し、多くの方にご参加をいただ
きました。勉強会では、県相双農林事務所の伊東晃一
氏を講師に招き、春・夏野菜の美味しいつくり方を教
えていただきました。

↑宣言書を手にする遠藤町長

↑オンラインで委員会を開催 ↑つくり方を伝える伊東講師

避難されている方々との意見交換会を開催
　　避難生活の現状を受け止め

　２月27日（土）、現在も避難生活を余儀なくされて
いる方々との意見交換会をいわき市文化センターで開
催しました。東日本大震災から10年を迎える広野町
の復興状況や取り組みなどについてお伝えしたととも
に、参加していただいた方々と様々に意見を交換しま
した。町は、今回いただいたご意見・要望、避難生活
の現状をしっかりと受け止め、今後の展望を図ってま
いります。

↑広野町の今を伝える遠藤町長



ひろのどこでもe-Booksをご存知ですか？
　広野町が発行している「広報ひろの」や「広野町ガイド
ブック」、「議会だより」、「東日本大震災の記録」などをパ
ソコンやタブレット端末で見ることができます。 「ひろのどこでも

e-Books」を検索
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広野町産スイーツの愛称発表
　　４月からカフェふぅで販売開始

広野町復旧・復興事業竣工式を挙行
　　町の復旧と復興の完成を祝い

広野町固定資産評価審査委員会委員の選任書を交付
　　中立的・専門的な立場から審査

ひろのアプリ説明会を開催
　　必要な情報をわかりやすく配信

　３月10日（水）、広野町産バナナ「綺麗」を使用し
たスイーツの愛称を、Jヴィレッジで発表しました。こ
のスイーツは、（株）広野町振興公社とふたば未来学園
高校スペシャリスト系列農業クラブがコラボして完成
し、４月から販売を開始します。販売にあたり、日本サッ
カー協会の田嶋幸三会長にネーミングをしていただき、
「ふたばクッキー」、「未来ドーナツ」、「学園マドレーヌ」
に愛称が決まりました。

　２月28日（日）、広野町中央体育館で広野町復旧・
復興事業竣工式を挙行しました。竣工式は町と県相双
農林事務所、県富岡土木事務所が主催して執り行い、
東日本大震災の地震・津波で被害を受けた町の復旧と
復興の完成を祝いました。今日を迎えられたのも、町
民の皆さまをはじめ、全国各地からご支援いただいた
派遣職員の皆さま、各関係機関の皆さま方のご理解、
ご協力の賜であり、深く感謝、御礼申し上げます。

　３月１日（月）、池田政明氏に広野町固定資産評価
審査委員会委員の選任書を交付しました。委員会は地
方自治法第202条の２第５項に基づき、独立した中立
的・専門的な立場から、固定資産課税台帳に登録され
た内容に関する不備の審査や決定その他の事務を行い
ます。令和２年第４回広野町議会定例会で議会に同意
を得られたことから、遠藤町長が選任書を交付しました。

　３月３日（水）と６日（土）の２日間、広野町公式
の「ひろのアプリ」操作説明会を広野町公民館で開催
しました。「ひろのアプリ」は、皆さまの日々の生活
に必要な情報を、よりわかりやすく、より便利にご活
用いただくために整備し、この度３月１日に配信を開
始しました。説明会では、インストール方法や使い方
をご説明させていただきました。使い方でわからない
点は、役場総務課にお問い合わせください。

↑ネーミングをいただいた田嶋会長（左）

↑竣工式でのテープカットの様子

↑選任書の交付を受けた池田政明さん（左）

↑参加者に操作方法をご説明
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４
月
か
ら
の
新
体
制

広
野
町
職
員
一
覧

町
　
長
　	
遠
藤
　
　
智

副
町
長
　	
松
本
　
正
人

教
育
長
　	
根
本
　
修
行

代
表
監
査
委
員
　	

黒
田
　
惣
一

総
務
課

参
事
兼
課
長
兼
政
策
広
報
室
長
　

	

林
　
　
聡
宏

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
　

	

鯨
岡
　
圭
介

課
長
補
佐
　	

金
子
　
一
隆

財
政
管
財
係
長
　	

佐
藤
　
和
也

政
策
広
報
室
政
策
広
報
係
長

	

磯
部
　
智
史

主
任
主
査
　	

北
郷
　
弘
貴

（
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
）

専
門
員
　	

遠
藤
　
　
聡

（
再
任
用
）

庶
務
係
兼
財
政
管
財
係
兼
政
策
広

報
係

主
査
　	

郡
司
　
　
環

主
査
　	

猪
狩
　
伸
彦

主
査
　	

五
十
嵐
優
希

主
事
　	

島
村
　
真
登

（
新
採
用
）

復
興
企
画
課

課
長
　	

小
松
　
和
真

課
長
補
佐
兼
企
画
振
興
係
長

	

北
郷
　
　
功

課
長
補
佐
兼
復
興
建
設
係
長

	

久
保
田
隆
之

専
門
員
　	

渡
辺
　
弘
幸

（
再
任
用
）

企
画
振
興
係
兼
復
興
建
設
係

主
任
主
査
　	

真
城
　
清
章

（
福
島
県
任
期
付
派
遣
）

主
任
主
査
　	

鈴
木
　
政
人

主
任
主
査
　	

大
和
田
　
徹

主
査
　	

黒
田
　
峻
介

主
事
　	

横
田
　
侑
哉

町
民
税
務
課

課
長
　	

佐
藤
　
尚
文

課
長
補
佐
兼
戸
籍
係
長
兼
賦
課
係

長
兼
収
納
係
長	

林
　
　
澄
子

戸
籍
係
兼
賦
課
係
兼
収
納
係

主
任
主
査
　	
秋
田
　
尚
志

主
任
主
査
　	
齊
藤
　
真
人

主
査
　	
松
本
　
夏
実

	

（
岐
阜
市
派
遣
）

主
査
　	

渡
辺
　
　
南

主
査
　	

坂
本
　
拓
貴

主
査
　	

猪
狩
　
愛
子

主
査
　	

遠
藤
　
雅
大

健
康
福
祉
課

課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

	

飯
島
　
洋
一

課
長
補
佐
兼
放
射
線
健
康
相
談
係

長	

横
山
　
正
文

課
長
補
佐
兼
健
康
福
祉
係
長

	

佐
久
間
啓
子

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

保
険
年
金
係
長
　	

鯨
岡
　
晋
悟

専
門
員
　	

松
本
　
貴
文

（
広
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

保
健
福
祉
係
兼
保
険
年
金
係
兼
放

射
線
健
康
相
談
係

主
任
主
査
　	

新
妻
　
秀
平

主
事
　	

猪
狩
　
稚
菜

主
事
　	

秋
田
さ
と
み

主
事
　	

長
谷
川
隆
広

主
事
　	

水
野
　
友
美

（
新
採
用
）

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
係
長
　	

藤
田
奈
緒
美

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

主
任
保
健
師
　	

黒
田
　
香
織

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

主
任
保
健
師
　	

矢
吹
　
　
萌

（
こ
ど
も
家
庭
課
兼
務
）

こ
ど
も
家
庭
課

参
事
兼
課
長
　	

坂
本
　
　
淳

課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
園
長

	

根
本
　
美
江

課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
副
園
長

	

北
郷
　
恵
子

こ
ど
も
育
成
係
長	

阿
部
加
奈
子

専
門
員	

鈴
木
　
秀
臣

（
再
任
用
）

こ
ど
も
家
庭
係
兼
こ
ど
も
育
成
係

主
任
主
査
　	

武
部
　
　
純

主
事
　	

根
本
　
　
樹

こ
ど
も
園

主
任
保
育
教
諭
　	
松
下
　
　
愛

主
任
保
育
教
諭
　	
吉
田
　
美
和

主
任
保
育
教
諭
　	

新
妻
　
有
貴

副
主
任
保
育
教
諭
　
山
田
　
優
花

副
主
任
保
育
教
諭
　
根
本
　
　
幸

副
主
任
保
育
教
諭
　
山
田
　
仁
美

保
育
教
諭
　	

坂
本
絵
里
紗

保
育
教
諭
　	

蛭
川
　
結
未

保
育
教
諭
　	

中
野
　
花
香

児
童
館

児
童
館
長
　	

渡
　
　
忠
義

こ
ど
も
育
成
係
長
兼
副
館
長

	

宍
戸
　
由
香

主
任
児
童
厚
生
員
　
小
玉
　
茉
紀

副
主
任
児
童
厚
生
員	

	

坂
元
　
亜
希

環
境
防
災
課

参
事
兼
課
長
　	

高
橋
　
喜
孝

課
長
補
佐
兼
消
防
防
災
係
長
兼
生

活
環
境
係
長
兼
除
染
対
策
係
長

　	

黒
田
　
泰
将

専
門
員
　	

芳
賀
　
弘
美

（
再
任
用
）

消
防
防
災
係
兼
生
活
環
境
係
兼
除

染
対
策
係

主
任
主
査
　	

鯨
岡
　
祐
紀

主
事
　	

谷
平
　
　
涼

産
業
振
興
課

参
事
兼
課
長
　	

猪
狩
　
裕
一

課
長
補
佐
兼
農
林
振
興
係
長

	

志
賀
　
裕
一

商
工
観
光
係
長
　	

根
本
　
明
和

専
門
員
　
根
本
　
英
俊

（
再
任
用
）

農
林
振
興
係
兼
商
工
観
光
係

主
任
主
査
　	

丹
野
　
俊
司

	

（
任
期
付
）

主
任
主
査
　	

星
　
　
悠
太

建
設
課

課
長
　	

松
本
　
周
次

課
長
補
佐
　	

北
郷
智
恵
子

建
設
係
長
　	

坂
本
　
充
宏

都
市
計
画
係
長
　	

鈴
木
　
　
亮

建
設
係
兼
都
市
計
画
係

主
任
主
査
　	

佐
々
木
道
夫

	

（
任
期
付
）

主
査
　	

新
山
　
貴
士

	

（
三
郷
市
派
遣
）

主
査
　	

渡
辺
　
　
駿

主
事
　	

遠
藤
　
尚
己

出
納
室

会
計
管
理
者
兼
室
長

	

遠
藤
　
義
宏

出
納
審
査
係
長
　	

鈴
木
　
　
恵

教
育
委
員
会
事
務
局　

学
校
教
育
課

教
育
次
長
兼
課
長
　	

加
賀
　
博
行

学
校
教
育
係
長
兼
指
導
主
事

	

渡
邊
　
智
幸

（
割
愛
）

学
校
教
育
係
長
　	

根
本
　
忠
幸

主
査
　	

遠
藤
　
結
花

教
育
委
員
会
事
務
局　

生
涯
学
習
課
（
公
民
館
）

参
事
兼
課
長
兼
公
民
館
長

	

岡
　
　
修
一

課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

	

松
本
　
房
幸

議
会
事
務
局

参
事
兼
局
長
　	

鯨
岡
　
公
一

書
記
（
主
査
）　	

西
内
　
玄
太

農
業
委
員
会
事
務
局

局
長
　	

久
田
　
宗
俊
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令和３年度 広野町施政方針

『
い
の
ち
を
守
り
』
に

つ
い
て
の
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
や
町
内

に
帰
省
を
希
望
す
る
学
生
、
成
人

式
参
加
者
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

助
成
事
業
の
継
続
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
助
成
対
象
を
全
町

民
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感

染
拡
大
防
止
を
図
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
電

子
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る

予
約
受
付
相
談
体
制
を
構
築
し
、

的
確
な
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
民
の
皆
様
が
確
実
に
接

種
で
き
る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

町
の
健
康
課
題

　

高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
肥
満
、

糖
尿
病
な
ど
に
よ
る
心
臓
病
や
脳

血
管
疾
患
の
循
環
器
疾
患
が
多
い

事
が
挙
げ
ら
れ
、
県
が
公
表
し
た

お
達
者
度
で
は
、
県
下
で
も
最
も

低
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
健
康
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
働
き
盛
り
世
代
の
頃
か
ら

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
両
取

り
組
み
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
家

庭
、
地
域
、
行
政
な
ど
が
相
互
に

連
携
・
協
働
し
、
健
康
づ
く
り
の

普
及
啓
発
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
有
識
者
に
よ
る
「
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
」に
お
い
て
、

第
２
次
健
康
づ
く
り
計
画
の
進
捗

管
理
を
実
施
し
ま
す
。

町
民
の
健
康
管
理

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
を
め
ざ
し
、
土
曜
日
や
日

曜
日
の
健
診
実
施
と
受
診
勧
奨
を

行
い
ま
す
。
保
健
師
等
に
よ
る
保

健
指
導
、
家
庭
訪
問
、
運
動
や
減

塩
の
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
利
用
料
金
助

成
な
ど
、
町
民
の
健
康
増
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保健指導を実施

が
ん
検
診

　

令
和
元
年
度
か
ら
50
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
胃
が
ん
検
診
内
視
鏡

検
査
を
開
始
し
て
お
り
、
今
年
度

に
お
い
て
も
胃
が
ん
対
策
を
強
化

し
ま
す
。
健
康
意
識
の
高
揚
の
た

め
の
「
健
康
ま
つ
り
」、「
健
康
講

演
会
」
の
開
催
、
感
染
症
予
防
の

た
め
の
予
防
接
種
助
成
及
び
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
費
用
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

町
内
の
医
療
体
制

　

医
療
環
境
の
充
実
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
環
境
向

上
推
進
事
業
を
継
続
し
、
休
診
日

等
の
当
番
制
に
よ
る
診
療
体
制
を

整
え
、
医
療
機
関
に
対
す
る
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
町

内
医
療
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、平
成
31
年
度
、

町
独
自
の
包
括
的
手
帳
と
し
て
作

成
し
た「
広
野
町
健
康
福
祉
手
帳
」

の
普
及
を
進
め
、
医
療
・
福
祉
・

保
健
機
関
が
有
機
的
な
地
域
連
携

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、介
護
保
険
に
お
け
る
保
険
税・

保
険
料
及
び
一
部
負
担
金

　

上
位
所
得
層
を
除
く
被
保
険
者

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
免
除
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
保
険
税
・
保
険

料
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
４
年
３

月
分
ま
で
、
一
部
負
担
金
に
つ
き

ま
し
て
は
令
和
４
年
２
月
28
日
ま

で
免
除
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
上
位
所
得
層
の
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
険
税
・
保
険
料
及

び
一
部
負
担
金
の
ご
負
担
を
い
た

だ
き
ま
す
。本
町
の
医
療
費
等
は
、

著
し
く
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
、

医
療
費
適
正
化
の
推
進
、
健
康
意

識
の
啓
発
、
医
療
費
分
析
の
結
果

を
活
用
し
た
保
健
事
業
な
ど
に
取

り
組
み
、
各
医
療
制
度
の
事
業
運

営
の
安
定
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し
、
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
見
守

り
体
制
を
構
築
す
る
た
め
「
広
野

ま
る
ご
と
応
援
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
」
の
普
及
に
努
め
、「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
に
向
け
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

世
帯
の
生
活
支
援
を
充
実
し
て
い

き
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉

　

障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
が

い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域

生
活
支
援
事
業
を
通
じ
て
日
常
生

活
を
支
援
し
て
、
各
種
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
業
務
の
充
実

　第１回広野町議会定例会で遠藤智町長が令和３年度の広野町の施政方針を表明しました。

町の進む未来や今後の取り組みをお伝えします。

いのちを守り、人を活かし、未来をつくる町
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に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
で
公
共
交
通
機

関
の
利
用
が
困
難
な
場
合
で
福
祉

事
業
所
の
送
迎
を
受
け
ら
れ
な
い

方
の
た
め
に
通
所
事
業
所
ま
で
の

移
動
支
援
を
引
き
続
き
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

平
成
28
年
度
か
ら
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
実

施
箇
所
を
増
や
し
、
町
民
が
自
主

的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
整
え
ま
す
。
必
要
な
方

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
ぶ
さ
苑

　

双
葉
郡
、
圏
域
に
お
け
る
福
祉

基
盤
の
維
持
、
入
所
者
の
生
活
を

守
る
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
公
設
民
営

の
手
法
に
よ
り
事
業
運
営
を
承
継

し
ま
す
。

放
射
線
健
康
管
理
事
業

　

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に

よ
る
内
部
被
ば
く
検
査
に
加
え
、

小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

Ｄ
シ
ャ
ト
ル
線
量
計
に
よ
る
外
部

被
ば
く
放
射
線
量
の
測
定
、
放
射

線
出
前
講
座
や
講
演
会
を
実
施

し
、
放
射
線
に
よ
る
健
康
不
安
の

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
野
町
放
射
線
相
談
室
は
、
令
和

３
年
３
月
に
大
学
の
教
授
や
外
部

有
識
者
に
よ
る
『
広
野
町
放
射
線

健
康
対
策
委
員
会
』
か
ら
の
答
申

を
受
け
、
町
民
が
抱
く
放
射
線
に

関
す
る
各
種
不
安
に
つ
い
て
、
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

母
子
保
健

　

子
育
て
世
代
へ
寄
り
添
い
な
が

ら
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
出
産
後
１
ヶ
月
を
含
め
た
妊

産
婦
健
康
診
査
、
乳
幼
児
健
康
診

査
、
各
種
予
防
接
種
助
成
事
業
、

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
を
引

き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。
出
生

並
び
に
子
育
て
に
悩
む
ご
夫
婦
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

特
定
不
妊
治
療
及
び
一
般
不
妊
治

療
、
不
育
治
療
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

児
童
虐
待

　

児
童
虐
待
は
、
全
国
的
に
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
役
場
内

関
係
各
課
及
び
児
童
相
談
所
等
の

福
祉
関
係
機
関
、
学
校
等
の
教
育

関
係
機
関
、
警
察
関
係
機
関
等
と

の
連
携
を
図
り
、
虐
待
防
止
、
早

期
発
見
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

障
が
い
児
福
祉

　

町
内
の
障
が
い
児
等
が
通
う
通

所
事
業
所
の
備
品
購
入
費
を
支
援

す
る
な
ど
、
障
が
い
児
の
生
活
環

境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

交
通
安
全
対
策

　

令
和
元
年
５
月
に
、
滋
賀
県
大

津
市
の
園
児
が
保
育
所
外
の
移
動

中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
事

件
を
受
け
、
広
野
こ
ど
も
園
を
中

心
と
し
た
「
教
育
の
丘
」
周
辺
の

町
道
に
、県
内
初
の
キ
ッ
ズ・ゾ
ー

ン
を
設
定
し
ま
し
た
。
今
後
も
自

動
車
の
運
転
手
等
に
対
し
注
意
喚

起
を
促
し
、
子
ど
も
た
ち
の
園
外

活
動
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

キッズ・ゾーンを設定

　

広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
国
道
６

号
等
に
お
い
て
立
哨
活
動
を
毎
月

実
施
し
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
す
。
学
校
か
ら
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
お
い
て
小
中
学

生
の
徒
歩
通
学
が
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
交
通
教
育
専
門
員

に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全

街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者

が
当
事
者
と
な
る
交
通
事
故
の
減

少
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
、
高
齢
運
転
者
に
よ

る
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
新
た
に
自

動
車
急
発
進
防
止
装
置
を
設
置
す

る
高
齢
者
を
対
象
に
経
費
の
一
部

を
支
援
す
る
安
全
運
転
支
援
装
置

設
置
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

防
犯
対
策

　

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
双
葉
警
察
署
、
警
戒

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
防
犯
指
導
隊
等

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
犯
罪
の

防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。
犯
罪
に

対
す
る
抑
止
力
の
向
上
を
推
進
す

る
た
め
、
住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
者
に
対
し
経
費
の
一
部
を
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

防
災
・
防
火
対
策

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か

し
、
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら
地
域

住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
の
も
と
、
津
波
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
基
づ
く
避
難
所
の
設
営
や
受
付

業
務
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避

難
補
助
な
ど
を
行
い
、
防
災
体
制

の
連
携
強
化
と
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
地
域

住
民
を
迅
速
か
つ
確
実
に
避
難
さ

せ
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
や
緊

急
速
報
メ
ー
ル
、
役
場
屋
上
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

情
報
を
的
確
に
伝
え
ま
す
。
消
防

団
活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
た

め
、
消
防
自
動
車
整
備
事
業
基
金

を
設
置
し
、
消
防
団
、
婦
人
消
防

隊
と
連
携
し
予
防
消
防
に
取
り
組

み
、
高
齢
者
世
帯
に
お
い
て
は
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
火
災
予

防
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

町
内
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理

及
び
整
備

　

道
路
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
下

水
道
施
設
の
点
検
を
実
施
し
、
道

路
や
下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
補

修
に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

り
、安
全
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

道
路
整
備

　

危
険
個
所
、
未
改
良
区
間
の
解
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消
を
計
画
的
に
実
施
し
、
町
民
の

生
活
環
境
の
向
上
を
図
り
、
安
心

安
全
な
道
路
網
を
形
成
し
、
有
事

の
際
の
緊
急
車
両
の
通
行
及
び
通

勤
通
学
時
の
安
全
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

『
人
を
活
か
し
』
に

つ
い
て
の
事
業

農
業

　

営
農
再
開
９
年
目
と
な
り
ま
す

令
和
３
年
産
米
の
作
付
け
に
つ
い

て
、
県
よ
り
生
産
面
積
の
目
安
と

し
て
１
６
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
に
営
農

を
行
う
農
家
に
対
し
て
は
、
国
の

経
営
所
得
安
定
対
策
を
活
用
し

て
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
ま

す
。
本
町
の
中
山
間
地
域
に
お
い

て
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
農
業

生
産
条
件
が
不
利
な
面
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
担
い
手
の
育
成
等
に
よ

る
農
業
生
産
の
維
持
を
通
じ
て
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
ぎ
、
水

源
涵
養
、
洪
水
防
止
、
土
砂
崩
壊

防
止
等
の
多
面
的
機
能
を
継
続

的
、
効
果
的
に
発
揮
す
る
た
め
、

多
面
的
機
能
支
払
事
業
及
び
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
農
用
地
等
の
地
域
資

源
の
保
全
管
理
に
必
要
な
支
援
を

行
い
、
福
島
県
営
農
再
開
支
援
事

業
を
活
用
し
、
イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣

被
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
土

地
利
用
型
農
業
の
収
益
向
上
を
図

る
た
め
に
、
基
幹
作
物
で
あ
る
主

食
用
米
の
特
別
栽
培
米
や
有
機
栽

培
米
を
促
進
し
、
付
加
価
値
の
高

い
米
の
生
産
に
継
続
的
に
取
り
組

み
、
新
た
な
支
援
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。
併
せ
て
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
魅
力
や
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
を
行
い
、

特
産
品
の
販
売
促
進
や
消
費
拡
大

な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
納
税
者

の
皆
様
に
、
広
野
産
特
別
栽
培
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
や
広
野
産
米
で
造
っ

た
日
本
酒
、
広
野
産
無
農
薬
バ
ナ

ナ
等
を
返
礼
品
と
し
て
送
付
し
、

本
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
返

礼
品
の
品
数
を
増
や
す
た
め
、
魅

力
あ
る
商
品
の
発
掘
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
販
売
力
強

化
支
援
事
業
を
活
用
し
、
町
農
産

物
の
価
値
を
伝
え
、
販
売
・
消
費

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
物
産
展
等

に
参
加
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
秋
に
は
収

穫
祭
を
開
催
し
、
町
農
産
物
の
積

極
的
な
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集

約
を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
町
内
７
地
区
の
ほ
場
整
備
事

業
に
取
り
組
み
、
農
地
中
間
管
理

事
業
を
推
進
し
、「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
実
質
化
を
図
り
ま
す
。

農
業
振
興
と
農
業
後
継
者
を
確
保

す
る
た
め
、
広
野
町
農
業
次
世
代

人
材
育
成
奨
学
金
に
よ
り
、
そ
の

修
学
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
し
、

農
業
経
営
の
安
定
と
優
れ
た
農
業

担
い
手
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

移
住
・
定
住
、
企
業
誘
致
、
雇
用

創
出

　

原
発
避
難
地
域
で
は
、
現
在
ま

で
帰
還
を
促
進
す
る
施
策
を
中
心

に
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
地
域
の
復
興
・
再
生

に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
及

び
県
が
12
市
町
村
と
一
体
と
な
っ

た
体
制
を
構
築
し
、
移
住
促
進
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
で
新
た
な
活

力
を
呼
び
込
む
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
町
は
、「
第
５
次
町
勢

振
興
計
画
」
で
定
め
た
「
子
ど
も

の
歓
声
と
と
も
に
新
た
な
時
代
を

拓
く
ま
ち
」
を
念
頭
に
、「
広
野

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」で
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
・

目
標
を
定
め
て
お
り
、
現
在
、「
広

野
町
移
住・定
住
促
進
中
期
戦
略
」

を
策
定
中
で
あ
り
、
移
住
者
の
受

け
皿
と
な
る
若
者
・
子
育
て
世
代

に
向
け
た
住
宅
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。
企
業
誘
致
と
し
て
は
、
広

野
駅
東
側
第
一
期
開
発
地
区
に
お

け
る
産
業
団
地
や
広
野
工
業
団
地

へ
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
除

染
廃
棄
物
等
の
仮
置
き
場
と
し
て

土
地
利
用
を
図
っ
て
い
た
東
町
地

区
仮
置
場
を
産
業
団
地
と
し
て
新

た
に
整
備
を
行
い
、
積
極
的
な
企

業
誘
致
を
推
進
し
、
雇
用
の
創
出

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
広

野
工
業
団
地
に
18
社
が
進
出
し
て

お
り
、
２
社
が
事
業
所
を
建
設
中

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
操
業

開
始
と
な
れ
ば
地
元
か
ら
の
採
用

を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）
文
化
交
流
複
合
施
設

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広

野
幼
稚
園
舎
有
効
活
用
検
討
委
員

会
か
ら
の
提
言
内
容
を
参
考
に
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、
町

民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

『
未
来
を
つ
く
る
町
』
に

つ
い
て
の
事
業

復
興
関
連
事
業
の
継
続

　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
事

故
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
第
二
期

復
興
・
創
生
期
間
と
な
る
次
の
10

年
に
向
け
、
広
野
町
復
興
計
画
に

掲
げ
る
基
本
理
念
・
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
広
野
駅
東
側

第
二
期
開
発
地
区
に
お
け
る
宅
地

造
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
事
業

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
若
者
世
代

の
移
住
・
定
住
に
重
点
を
置
き
、

土
地
購
入
に
係
る
補
助
制
度
を
行

い
ま
す
。
開
発
地
区
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
を

始
め
と
し
た
国
・
県
補
助
金
等
の

活
用
に
努
め
、
町
一
般
財
源
の
負

担
を
少
な
く
す
る
財
政
運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。
広
野
駅
周
辺
整
備

に
つ
い
て
、「
広
野
駅
周
辺
整
備

の
基
本
事
項
に
関
す
る
協
定
」
に

基
づ
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
で
一

年
間
先
送
り
に
な
っ
た
、
駅
構
内

広野町の魅力を返礼
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こ
線
橋
と
未
来
の
か
け
橋
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
設
置
工
事
を
確
実
に
進

め
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
、
町

民
、
電
車
待
ち
を
し
て
い
る
学
生

が
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
環

境
を
構
築
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
の
推
進

　

双
葉
地
域
に
お
け
る
廃
炉
や
被

災
地
域
の
復
興
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
は
、
自
動
運
転
や
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
を
は
じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
や
大
規
模
農
業
の
実
現
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
お
い

て
研
究
開
発
が
実
施
さ
れ
、
そ
の

技
術
や
人
材
が
当
地
域
の
産
業
再

生
・
復
興
の
原
動
力
と
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
は
、
そ

の
拠
点
と
な
る
研
究
施
設
の
バ
ッ

ク
オ
フ
ィ
ス
的
役
割
を
果
た
し
、

広
域
的
な
復
興
に
寄
与
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の

重
点
分
野
に
つ
い
て
は
、
地
元
企

業
や
高
等
学
術
機
関
に
加
え
て
国

際
機
関
な
ど
、
国
際
産
学
官
の
連

携
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
浜
通
り
の
現
状
・
課
題
を

整
理
し
、
技
術
の
実
用
化
及
び
具

体
化
に
向
け
本
格
的
な
事
業
化
を

推
進
す
る
た
め
に
、
専
門
家
を
は

じ
め
知
見
を
有
す
る
人
材
を
配
置

し
、
経
営
戦
略
の
構
築
、
地
元

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
当
町
に

立
地
す
る
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園

中
高
一
貫
校
に
お
け
る
約
５
０
０

人
の
生
徒
が
、
自
立
、
協
働
、
創

造
の
校
訓
の
も
と
勉
学
に
励
ん
で

お
り
、
浜
通
り
に
進
出
し
た
研
究

機
関
や
企
業
の
求
め
る
人
材
育
成

に
と
っ
て
の
実
学
の
場
と
し
て
、

最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。
よ
り
高
度
な
就
学

の
場
で
あ
る
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
と
連
携
を
深
め
、
協
定
を

締
結
し
て
い
る
東
日
本
国
際
大
学

や
福
島
高
専
、
早
稲
田
大
学
環
境

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
学

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
と

の
取
り
組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組
み

　

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
さ
れ
る

気
候
変
動
は
、
世
界
各
地
に
洪
水

や
干
ば
つ
等
の
自
然
災
害
を
頻

発
さ
せ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年

に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
お
い
て
パ

リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、「
産
業
革

命
前
か
ら
の
平
均
気
温
の
上
昇
幅

を
２
・
０
℃
未
満
と
し
、
１
・
５
℃

に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
」
と

の
国
際
目
標
が
広
く
共
有
さ
れ
ま

し
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
パ

リ
協
定
に
基
づ
く
長
期
戦
略
と
し

て
、
今
世
紀
後
半
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、

２
０
２
０
年
10
月
に
は
、
菅
首

相
に
よ
る
所
信
表
明
に
お
い
て
、

２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
火
力
発
電
所
を
有
す

る
町
と
し
て
、
脱
炭
素
技
術
の
開

発
促
進
、
経
済
的
な
合
理
性
、
国

等
の
政
策
と
の
整
合
性
を
踏
ま

え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

補
完
を
成
し
得
な
が
ら
、
広
野
火

力
発
電
所
の
事
業
者
で
あ
る(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
共
に
、
持
続
可
能
な

将
来
像
を
描
く
た
め
、３
月
５
日
、

「
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
い
た
し
ま
し
た
。
環
境

省
の
指
導
の
も
と
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

㈱JERA広野火力発電所

教
育
全
般

　

新
学
習
指
導
要
領
お
よ
び
第
二

次
広
野
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
教
育
活
動
を
展
開
し
、
ふ
た
ば

未
来
学
園
中
高
一
貫
校
と
の
連
携

を
見
据
え
な
が
ら
、
広
野
町
立
学

校
独
自
の
魅
力
あ
る
教
育
の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
学
校
教

育
の
推
進

　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
の
実
現
に
向
け
、
小
学
校
高

学
年
教
科
担
任
制
の
導
入
、
人
権

教
育
開
発
事
業
の
継
続
、
一
人
１

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
教
育
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
授
業

お
よ
び
家
庭
学
習
に
お
い
て
活
用

し
て
、
町
独
自
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

を
配
置
し
、
本
町
の
教
育
実
態
に

即
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
取
り
組

み
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教

育
の
推
進

　

語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
成
す
る
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手

を
活
用
し
た
英
語
教
育
に
加
え
、

中
学
校
に
お
い
て
異
文
化
交
流
、

国
際
理
解
や
国
際
協
調
の
学
び
を

目
的
と
し
た
東
日
本
国
際
大
学
と

の
交
流
事
業（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

デ
イ
）
を
新
た
に
開
始
し
、
小
中

学
校
児
童
生
徒
合
同
で
の
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
異
文
化
交
流

宿
泊
体
験
事
業
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

地
域
と
学
校
が
協
働
す
る
学
び
の

創
造

　

中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
人

的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、
映
像

制
作
を
通
し
て
「
ふ
る
さ
と
広
野

町
」
の
良
さ
を
再
発
見
し
、
伝
統

と
文
化
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

広
野
町
の
未
来
と
地
域
の
復
興
に

貢
献
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
創
造

第７回ふくしま学(楽)会
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学
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
構
築

　

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
広
野
町
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
保
健

師
、
保
育
士
、
教
育
委
員
会
、
こ

ど
も
家
庭
課
職
員
が
密
に
連
携
を

と
り
、
部
署
の
垣
根
を
越
え
た
横

断
的
な
連
携
で
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
問
題
の
早
期
発
見
、
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
第
二
期
広
野

町
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
地
域
一
丸
と
な
り
子
育
て

が
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

広
野
こ
ど
も
園
事
業

　

令
和
２
年
度
よ
り
広
野
こ
ど
も

園
に
お
い
て
３
歳
～
５
歳
児
を
対

象
と
し
た
「
言
葉
の
教
育
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
漢

字
カ
ー
ド
や
絵
本
で
楽
し
く
言
葉

を
学
び
、
毎
日
の
瞑
想
で
心
を
整

え
る
な
ど
、
日
々
語
彙
力
を
伸
ば

す
と
と
も
に
、
言
葉
を
通
し
て
徳

性
を
育
み
、
理
解
力
と
思
考
力
を

高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
連
携
協

定
を
締
結
し
た
い
わ
き
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園
と
は
今
後
、
園
児
や

職
員
の
交
流
や
施
設
見
学
な
ど
を

通
し
て
双
方
の
取
り
組
み
や
課
題

を
共
有
し
、
幼
児
教
育
の
質
の
向

上
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

児
童
福
祉
事
業

　

児
童
館
に
お
い
て
70
名
を
超
え

る
児
童
の
入
館
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
明
る
く
、
元
気
に
、
健
や
か

に
過
ご
せ
る
よ
う
指
導
体
制
も
含

め
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

環
境
対
策

　

各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
指
定
ご
み
を
収
集
日

以
外
に
出
さ
れ
て
い
る
事
案
や
不

要
と
な
っ
た
家
電
等
を
空
き
地
や

林
道
敷
に
不
法
投
棄
し
て
い
る
事

案
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
ご
み
収
集

園児への運動指導

日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
、
広
報
等

に
よ
る
マ
ナ
ー
の
周
知
を
行
い
、

環
境
美
化
推
進
員
の
見
回
り
と
広

野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
お
い
て
、
関
連
事
業
所
等

へ
の
注
意
喚
起
に
取
り
組
み
ま
す
。

除
染
対
策

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
民
の

放
射
線
か
ら
の
不
安
払
拭
並
び
に

生
活
圏
に
お
け
る
放
射
線
の
状
況

に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
た
め
、

一
般
家
屋
及
び
公
共
施
設
の
敷
地

に
お
け
る
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
東
町

地
区
仮
置
場
に
あ
る
除
去
土
壌
等

除
染
廃
棄
物
は
、
環
境
省
に
お
い

て
全
て
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送

が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

期
に
敷
地
内
の
原
形
復
旧
を
行
い

ま
す
。

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

　
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
よ
り
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持

と
表
土
の
流
出
に
伴
い
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止

を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
に
お
い
て
は
、
上
浅
見
川
字

小
名
入
、
虻
木
、
折
木
字
高
倉
な

ど
、
約
54
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

復
興
五
輪「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」
の

「
復
興
あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
に
続

き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
も

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
キ
ャ
ン

プ
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
を
進

め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
期
間
中
に
は
、
都
内
で
開

催
さ
れ
る
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・
ハ

ウ
ス
」に
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
、
東
日
本

大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
り
ご
支

援
を
頂
い
た
、
国
内
・
国
際
社
会

の
皆
様
に
感
謝
の
念
を
お
届
け
す

る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

震
災
以
前
に
操
業
し
て
い
た
事

業
者
の
再
開
と
新
規
参
入
事
業
者

の
参
加
を
促
し
、
町
民
の
皆
様
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
、
需
要

を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
町
内
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、
帰
還
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
効
果
的
な
需
要

喚
起
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
住

民
登
録
は
な
く
と
も
町
に
法
人
登

録
し
て
い
る
事
業
所
や
商
工
会
加

盟
店
に
勤
務
し
て
い
る
方
を
販
売

対
象
に
加
え
、
事
業
効
果
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

公
民
館
に
お
け
る
社
会
教
育
及
び

社
会
体
育
事
業

　

多
様
化
す
る
社
会
生
活
や
家
庭

生
活
に
対
処
で
き
る
学
び
の
場
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
」、

各
種
文
化
教
室
の
開
催
な
ど
生
涯

学
習
を
推
進
さ
せ
、「
五
社
山
登

山
」「
集
団
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
」「
文
化
展
」「
生
涯
学
習
発

表
会
」
等
の
文
化
並
び
に
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域
間

及
び
世
代
間
の
交
流
を
促
進
さ

せ
、
併
せ
て
交
流
人
口
の
拡
大
、

被
災
地
の
復
興
Ｐ
Ｒ
や
風
評
被
害

の
払
拭
を
図
り
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

震
災
か
ら
避
難
等
に
よ
り
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も
大

き
く
変
化
し
、
次
代
を
担
う
青
少

年
が
地
域
の
中
で
、
心
身
と
も
に

健
康
で
社
会
に
参
画
で
き
る
よ
う

青
少
年
の
健
全
育
成
を
町
民
総
ぐ

る
み
で
推
進
し
ま
す
。

言葉の教育を開始
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歳入合計
55億3283万6千円

町税
21億8269万1千円

39.4%

譲与税など
3億3409万1千円
6.0%

国庫支出金
5億2791万3千円
9.5%

県支出金
10億5415万3千円

19.1%

繰入金
11億968万2千円

20.1%

使用料・諸収入など
3億2430万円5千円
5.9% 歳入

町民1人に
使われるお金

歳出合計金額
55億3283万6千円を

令和３年２月末日
現在の住民基本台帳人口
4,703人で割った数字で

算出しています。

令
和
3
年
度 

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
町
づ
く
り
に
必
要
な
令
和
３
年
度
の

当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計別予算の状況
予　　算　　額 対前年度増減率（％）

一　　般　　会　　計 55億3283万6000円 10.0

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 8億1547万6000円 ▲	8.2

土 地 開 発 事 業 1億5231万2000円 102.9

公共下水道事業 2億1278万9000円 ▲	12.4

農業集落排水事業 3964万1000円 ▲	19.4

介 護 保 険 6億6328万7000円 12.9

後期高齢者医療 2143万9000円 12.0

小　　　　　　 計 19億494万4000円 2.3

合　　　計 74億3778万0000円 7.9

衛�生�費 民�生�費 総�務�費 歳　出　総　額
保健衛生、ごみの
清掃、し尿処理な
ど

社会福祉や生活扶
助など

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など

160,906円 177,716円 287,253円 1,176,448円
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＊
総
務
課

・
町
民
号
運
行
事
業

＊
町
民
税
務
課

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

＊
復
興
企
画
課

・
広
野
町
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

・
第
五
次
広
野
町
町
勢
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
策
定
事
業

・
広
野
町
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り
事
業

・
心
の
復
興
支
援
事
業

・
広
野
ス
タ
イ
ル
創
出
事
業

・
「
ひ
ろ
ぼ
ー
ク
ラ
ブ
」
運
営
事
業

・
サ
ッ
カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
修
繕
事

業
・
駅
東
側
第
２
期
開
発
住
宅
用
地
取

得
支
援
事
業

・
２
０
２
０
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・
ハ
ウ

ス
出
展
事
業

・
津
波
被
災
者
等
住
宅
再
建
支
援
事

業
・
広
野
駅
周
辺
整
備
事
業

＊
健
康
福
祉
課

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業

・
健
康
づ
く
り
啓
発
普
及
事
業

・
成
人
歯
科
検
診
事
業

・
放
射
線
健
康
管
理
事
業

＊
こ
ど
も
家
庭
課

・
言
葉
の
教
育
事
業

・
学
校
法
人
昌
平
黌
と
の
交
流
事
業

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

・
風
し
ん
追
加
的
対
策
事
業

・
小
児
用
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
助
成
事
業

＊
環
境
防
災
課

・
東
町
仮
置
場
原
形
復
旧
事
業

・
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

・
広
野
町
高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装

置
設
置
事
業

＊
産
業
振
興
課

・
林
業
専
用
道
整
備
事
業

・
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

・
広
野
町
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
特
典
事
業

・
福
島
県
事
業
再
開
・
帰
還
促
進
事

業
＊
建
設
課

・
林
道
補
修
事
業

・
道
路
維
持
補
修
事
業

・
土
砂
採
取
区
域
災
害
対
策
事
業

・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
折
返
線
、

田
戸
作
線
ほ
か
）

＊
学
校
教
育
課

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業

・
文
化
交
流
複
合
施
設
整
備
事
業

・
ふ
る
さ
と
創
造
・
映
像
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
町
営
学
習
塾
（
広
野
中
学
校
学
習

支
援
）
事
業

・
学
校
給
食
無
償
化
事
業

歳出合計

55億3283万6千円

総務費
13億5095万2千円

24.4%

民生費
8億3580万円
15.1%

衛生費
7億5674万3千円
13.7%

農林水産業費
5億1487万9千円

9.3%

商工費
1億6301万円5千円
3.0%

土木費
9億7058万円4千円

17.5%

消防費
1億9436万6千円
3.5%

教育費
4億3328万4千円
7.8%

公債費
2億1570万6千円
3.9%

その他議会費など
9750万7千円
1.8% 歳出

重　
点　
事　
業

その他議会費など 公�債�費 教�育�費 消�防�費 土�木�費 商�工�費 農林水産業費
議会運営・災害復
旧など

起債償還など 教育・文化・スポー
ツ施設の充実など

消防・水防・防災
対策など

道路・橋・町営住
宅の建設、維持管
理など

商工業振興や観光
振興など

農業・林業・水産
業の振興など

20,733円 45,866円 92,129円 41,328円 206,376円 34,662円 109,479円
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Information　総務課
安全で安心して生活できるまちづくり

広野町タクシー利用料金助成事業のご案内
　令和３年４月より、町民誰もが安全で安心して生活
できるまちづくりのため、日常生活での移動手段に不
安を感じている高齢者などを対象に、タクシー利用料
金の一部を助成します。

対象となる方
　広野町に住民票（住民基本台帳）を有し、以下の要
件に該当する方
（１）	申請日の属する年度の４月１日現在において75

歳以上の方
（２）	身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）な

どの規定による手帳の交付を受けた方
（３）妊娠中または出産後１年以内の方
（４）	運転免許証を自主返納した方（ただし、広野町

高齢者運転免許証自主返納者支援事業のタク
シー利用券を利用する場合は除く。）

申請方法
　役場総務課窓口にて申請してください。（※申請書
は役場窓口で準備します。）
　申請の際は、資格に要する本人確認などができるも
のをご提示してください。

※交付枚数は以下の申請時期により異なります。

▪４～６月に申請した方・・・・・24枚
▪７～９月に申請した方・・・・・18枚
▪10～12月に申請した方・・・・12枚
▪１～３月までに申請した方・・・	６枚

利用方法
　タクシー券は１枚500円券とし、運賃を支払う際に
タクシードライバーに提出してください。（※一度に
何枚でも使用できますがおつりは出ません。）
　また、タクシー券の有効期限は、利用決定日の属す
る年度の末日までとなり、利用区間は町内のみとなり
ます。

利用できるタクシー会社
広野タクシー有限会社　☎0240ｰ27ｰ2151
営業時間　午前７時～午後８時
問 	広野町　総務課　☎0240ｰ27ｰ2111

Information　広野町教育委員会
教育の丘で学ぶ子ども達のために

広野町立学校給食を無償化します
●	主旨・目的
　	広野町では、保護者の教育費負担軽減による学習機
会の確保と児童生徒の心身の健やかな成長を推進す
るとともに子育て支援及び教育環境の充実に資する
ため、下記のとおり広野町立学校給食無償化事業を
実施します。
●	概要
　	広野町立広野小学校・広野町立広野中学校児童生徒
の保護者が負担する学校給食費を広野町が負担する
ことで無償化とします。
●開始時期　令和３年４月から

●	対象者
　	広野町立広野小学校・広野町立広野中学校の学校給
食を喫食する児童生徒
※所得制限はありません。
●	実施方法
　	本事業は、保護者より給食費を徴収することなく給
食を提供するものであることから、手続きは不要で
す。

問 	広野町教育委員会　学校教育課
☎0240ｰ27ｰ4166

Information　こども家庭課
教育の丘で学ぶ子ども達のために

広野こども園給食費を無償化します
　広野町では、子育て世帯の経済的負担軽減及び園児
の健やかな成長を推進することを目的に給食費を無償
化とします。

●開始時期　令和３年４月から
●対 象 者　広野こども園児３歳～５歳児クラス
問 	広野町　こども家庭課　☎0240ｰ27ｰ2115
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Information　町民税務課
町税などの納付は、口座振替をご利用ください！

軽自動車税税は４月30日が納期限です
　軽自動車税（全期）の納期限などは、次のとおりです。
●納 期 限　令和３年４月30日（金）
●納付場所　①あぶくま信用金庫　本・支店
　　　　　　②福島さくら農業協同組合　本・支店
　　　　　　③東邦銀行　本・支店
　　　　　　④いわき信用組合　本・支店
　　　　　　⑤ゆうちょ銀行　東北６県の各支店
　　　　　　⑥福島銀行　本・支店
　　　　　　⑦大東銀行　本・支店

　　　　　　　⑧広野町役場　出納室
　　　　　　　⑨コンビニエンスストア
●口座振替日　あぶくま信用金庫
　　　　　　　令和３年４月30日（金）
　　　　　　　その他の金融機関
　　　　　　　令和３年４月27日（火）
	 　　　 ※	口座振替については、振替日前に
　　　　　　　　口座残高のご確認をお願いします。
問 	広野町　町民税務課　☎0240ｰ27ｰ4160

Information　教育委員会
ＪＦＡアカデミー福島

サポートファミリー募集中！
　「ＪＦＡアカデミー福島」入校の男子16期生が、令
和３年度から広野町に戻り、広野中学校１年生として
活動します！親元を離れ、サッカーと勉強に励む彼ら
にとっても第二の故郷「広野町」となるよう、サポー
トファミリー制度を再始動しています！みんなでサ
ポートファミリーとして結集し、共に応援しましょう！

【サポートファミリーになるためには？】
　サポートファミリーは登録制となります。「広野町
サポートファミリー登録申請書」に必要事項を記入の
うえ、広野町教育委員会宛にご提出ください。

※	登録申請をすることができる方は、広野町に住所ま
たは所在地をおく20歳以上の個人または団体です。
町は登録申請書を受理後、別に定める選考会におい
て資格審査し、登録できる方に通知をします。

●お問い合わせ・ご提出先
　〒979-0402　広野町大字下北迫字苗代替35
　広野町教育委員会　学校教育課		宛
　☎0240ｰ27ｰ4166

Information　福島広域雇用促進支援協議会
厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
就職相談
　あなたの「働きたい」をサポートします！
「応募までの一歩が踏み出せない」「自分の強みやア
ピールポイントがわからない」「早く就職するために
計画的に進めたい」「たくさん応募しているのに採用
されない」こんな困りごとはありませんか？
　就職活動の進め方やハローワークの活用方法など、
相談員がさまざまなアドバイスを行います。
あなたのサポーターがここにいます！
●電　　話　フリーダイヤル　0120ｰ810ｰ650
●受付時間　平日午前９時～正午、
　　　　　　午後１時～午後４時30分
●メ ー ル　	ホームページ
　　　　　　		(	https://fkkoyou.net/）の
　　　　　　専用フォームから24時間受付中
●窓　　口　※	予約制（フリーダイヤルにて
　　　　　　　お問合せください）

【求職者向け】職場体験実習
“大人のインターンシップ”参加者大募集！
　就職活動に一歩が踏み出せず不安、未経験の職種に
チャレンジしてみたいけど自分に合うかわからない…。
そんな方、必見！！県内594事業所で、さまざまな
業種の中から、興味のあるお仕事を体験できるチャン
スです。求人票だけではわからない仕事の内容や職場
の雰囲気を、自分で「見て！聞いて！やってみる！」
そんな体験型の就職活動はいかがですか。是非お気軽
にお問合せください。　
※お申し込み随時受付中！　
●体験期間　１～３日
●体験時間　体験先の所定労働時間内（８時間以内）
●体 験 先　職場体験実習登録事業所
●体験内容　会社見学や事業説明、簡単な業務体験など

問	福島広域雇用促進支援協議会	広野窓口	（広野町産業振興課内）
☎0240ｰ23ｰ5586　0240ｰ23ｰ5587

働きたいネット 	検索
はたらっこ
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Information　自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所

令和３年度 自衛官募集･自衛隊幹部候補生採用案内
令和３年度 自衛官募集案内

試験種目
採用区分等 一　般　曹　候　補　生

受　付　期　間 第１回　令和３年３月１日～５月11日（締切日必着）
第２回　令和３年７月１日～９月６日（締切日必着）

応　募　資　格 18歳以上33歳未満の者（32歳の者は採用予定月末日現在33歳に達していない者）

試　験　日　程 第１回　令和３年５月21日～30日のうち１日	
第２回　令和３年９月16日～19日のうち１日

試　験　会　場 細部については相双事務所にお問い合わせください

採　用
予定数

陸上自衛隊 参考（令和２年度）約4000名（うち女子約270名）
海上自衛隊 参考（令和２年度）約1500名（うち女子約200名）
航空自衛隊 参考（令和２年度）約1000名　(男女の区分なし）

令和３年度 自衛隊幹部候補生採用案内
募集
種目 採用人員参考（令和２年度） 応	募	資	格

（令和２年11月現在）
受付期間
締切日必着　　　　 試	験	期	日

一般
幹部
候補生	
（大卒程
度試験）

陸上
自衛隊 一般要員 約185名　　　　　　　

（うち女子約22名）
22歳以上26歳未
満の者（20歳以上
22歳未満の者は大
卒（見込含）、修士
課程修了者など（見
込含）は28歳未満
の者）

①３月１日	
　　		～	
　４月28日

②３月１日	
　　		～	
　６月18日	
（飛行要員除く）

①１次試験　５月８日、９日
　	２	次試験　６月８日～14
日のうち指定する１日

　	３	次試験　（海上・航空自
衛隊飛行要員のみ）

　海上自衛隊
　　７月５日～９日
　航空自衛隊
　　７月17日～８月５日

②１次試験　６月26日
　　　　　　筆記試験
　２次試験　８月２日～８日

海上
自衛隊

一般要員 約80名　　　　　　　　　
（うち女子約15名）飛行要員

航空
自衛隊

一般要員 約59名	
（男女の区分なし）飛行要員

一般
幹部
候補生	
（院卒者
試験）

陸上
自衛隊 一般要員 約24名 修士課程修了者など

で、20歳以上28歳
未満の者海上

自衛隊 一般要員 約10名

航空
自衛隊 一般要員 約10名

※	試験は、２回行なわれます。１回目①と２回目②を併願することは出来ますが、その場合、軍種は変える必要が
あります。ただし、飛行要員を受験できるのは１回目①のみとなります。
※令和３年度の採用人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせしますので、ご確認
ください。
※最終結果の発表　①陸上自衛隊：７月23日、　海上自衛隊：７月30日、航空自衛隊：８月27日
　　　　　　　　　②陸上自衛隊：海上自衛隊：航空自衛隊：９月22日
問	自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所　
〒975-0033	南相馬市原町区高見町１丁目142ｰ2　☎0244ｰ23ｰ4712
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健康取り組みインタビュー

南双サービス株式会社が
「ふくしま健康経営優良事業所認定2020」
「健康経営優良法人2021」に認定されました!!

※ 「ふくしま健康経営優良事業所認定2020」とは…
　	従業員に対し、積極的な健康増進の取り組みを行っている中小事業所を県
が優良事業所に認定するものです。「健康経営」を県内事業所に広め、働
く世代への健康づくりの取組拡大につなげることを目的としています。

※「健康経営優良法人2021」とは…
　	地域の健康課題に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進の取組
をもとに、特に優良な健康経営を実践している企業の法人を日本健康会議が認定するものです。

健康経営こそ事業継続の要諦！
　南双サービス株式会社では、事業継続性の強化に向けた人材の確保・定着・育成を経営の重要課題と
認め、健康経営を通じて社員ひとり一人が元気に末永く活躍するための施策に取り組んでいます。

目標は「二次検診受診率100％」と
「生活習慣病予防に向けたウォーキング活動の推進」の二本立て
　二次検診受診の推奨のために、「受診料全額会社負担」「検診休暇の整備」
などを行いました。
　生活習慣病予防として、特にマイカー通勤が多い中、運動機会の第一歩と
してウォーキング活動を呼びかけました。関心を高めるために「ふくしま健民アプリ」を推奨し、社員
相互の取り組みも見える化しました。これがモチベーションとなり、社員の中には一年で東海道53次と
中山道69次を制覇する方もいました。アプリを通じて職場間に仲間が広がり、2019年は「ふくしま健
康長寿フェスティバル事業所対抗歩数競走」に参加し、準優勝しました。

社員の健康を考えた取り組み
　職場環境改善を進め、社員間のコミュニケーションを重視したオフィ
スレイアウトや休憩室の整備に取り組みました。若手や単身社員の食
の改善の観点からケータリング方式を導入し、昼食時に温かいご飯と
みそ汁を提供したり、トレーニングジムと法人契約し、マシーンや水
泳などを通じた健康増進のための取り組みも行っています。その他、「人間ドック受診料全額会社負担」「Ｐ
ＥＴ検査一部会社負担」「インフルエンザ予防接種料全額会社負担」も行っています。

　健康に関する取り組みをすることで、今まで話をしなかった社員同士での会話がうまれ、
会社全体が良くなったという話を聞き、みんなで取り組むことの大切さが分かりました。
　広野町では若い男性の肥満が多く、働き世代の健康管理が課題となっている中で、町内に
このような取組みをしている会社が増え、子どもから高齢者まで、ライフステージを通した
健康づくりを推進していきたいと思います。

～保健センターより～
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健診で病気の重症化を防いで健康長寿

令和３年度広野町健康診査･各種検診のご案内
検	診	項	目 対　象　者 検診内容等 検診時期、場所 事 前 申 込

特 定 健 康 診 査
（ 広 野 町 国 保 ）

40～74歳の
広野町国保加入者 身体計測

血圧測定
尿検査
血液検査
心電図検査
眼底検査

総合検診
(7/6～7/10、

8/29)

不　要

特 定 健 康 診 査
(広野町国保以外）

40～74歳の
社会保険被扶養者
(	社会保険加入者本人の特定
健診については、職場にお
問い合わせください）

健 康 診 査 後期高齢者医療保険加入者
等（75歳以上の方等）

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 便潜血反応検査
（２日法）

肺 が ん 検 診 40歳以上 胸部レントゲン
検査結 核 検 診 65歳以上

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査

喀 痰 検 査 50歳以上で喫煙指数が
600以上の方 痰の検査

肝炎ウイルス検査 40歳以上で未検査の方 血液検査
骨 粗 鬆 症 検 査 40歳以上の女性 足骨密度測定

胃 が ん 検 診
（ ど ち ら か 一 方 ）

40歳以上 バリウム検査
50歳以上　隔年

（年度末年齢が偶数の方）　
胃カメラ

（自己負担有り）
指定医療機関

（10～11月）

後日お知らせ
します。 

乳 が ん 検 診

30歳代の女性　　隔年
年度末年齢が偶数の方 エコー

保健センター
40歳以上の女性　隔年
年度末年齢が偶数の方

視触診
マンモグラフィ

子宮頸がん検診 20歳以上の女性　隔年
年度末年齢が偶数の方 細胞診

保健センター
または
指定医療機関

※日程等変更する場合もありますので、詳細は「広報ひろの」でご確認ください。
※乳がん、子宮頸がん検診については前年度の受診歴のない方も対象になります。

令和３年度の変更点　　　　
　乳がん・子宮頸がん検診は、年度末年齢が偶数の方が対象になります。２年に１度忘れずに、受診しましょう。
　理由については、厚生労働省が定めた受診間隔によるものであり、国の研究によると、早期乳がん比
率と中間期乳がん発生率から検証した結果、２年に１度が適切であると言われていることと、マンモグ
ラフィ検査により、放射線被ばくによるがんの誘発や遺伝的影響は極めて低い確率ではありますが、否
定できないといわれているためです。
※検診は症状がない方が受診するものですので、症状がある方は検診を待たず医療機関を受診してください。
※乳がんは自己検診ができます。月に１回はご自分でセルフチェックをしましょう。

	問		広野町保健センター　☎0240ｰ27ｰ3040　〒979ｰ0408　双葉郡広野町中央台一丁目７番地
広野町役場　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113　〒979ｰ0402　双葉郡広野町大字下北迫字苗代替35
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♥ 心の相談会 ♥
　様々な心の問題についてお困りの
方、またその家族の方を対象に、臨
床心理士による「心の相談会」を実
施しています。自分ひとりで悩まず、
お気軽にご相談ください。
　２日前までにご予約ください。
日時： 令和３年４月23日（金）
　　　　　　　５月７日（金）
　　　午前10時～正午
場所：広野町　保健センター
問	☎0240ｰ27ｰ3040

休日などの診療医療機関
施 設 名 高 野 病 院 馬 場 医 院
所 在 地 下北迫字東町214 下浅見川字広長100ｰ6

電話番号 ☎0240ｰ27ｰ2901 ☎0240ｰ27ｰ2231

診 療 日 4/25（日）、5/2（日）、5/3（月）
5/4（火）、5/9（日）

4/11（日）、4/18（日）
4/29（木）、5/5（水）

診察時間 午前９時～午後３時 午前９時～午後３時
※変更となる場合がありますので、事前に当番医療機関へお問い合わせください。

お忘れないようご注意ください！

令和３年度国民年金保険料のお知らせ
　令和３年度の国民年金保険料は、月額16,610円
です。保険料は、日本年金機構から送られる納付
書により、金融機関・郵便局・コンビニで納める
ことができます。また、クレジットカードによる
納付やインターネットなどを利用しての納付、そ
して便利でお得な口座振替もあります。
　保険料を納付することが経済的に難しい場合は、
未納のままにせず、保険料免除制度・納付猶予制

度を、学生の方は学生納付特例制度をご利用くだ
さい。
　更に、国民年金第１号被保険者で出産日が平成
31年２月１日以降の方は産前産後期間の免除制度
があります。

問 	平年金事務所　☎0246ｰ23ｰ5611
広野町　健康福祉課　☎0240ｰ27ｰ2113

日頃の運動不足を効果的に解消しよう‼

トレーニングルーム利用のご案内
　保健センターでは、以下のとおりトレーニング
ルームを開放しています。
　体力作りや運動不足の解消などにぜひご利用く
ださい。
●時　間　	平日の午前９時～午後５時（※祝日・

年末年始を除く）なお、火曜日と木曜
日のみ午後８時まで利用可

●対　象　広野町民の方
●料　金　無料
●持ち物　	室内運動靴、タオル、水分など（センター

内に自動販売機はありません）
●注　意
　・	新型コロナウイルス感染症対策のため、窓を
開けて換気をしながらの利用になります。雨
天時は利用できません。

・	指導者や付添はいません。正しく使用し、ケ
ガや事故がないようご注意ください。
・	小学生以下のお子様をつれてのご利用はご遠
慮ください。
・		１時間３人までの利用です。事前に電話

でご予約ください。

問 	広野町　保健センター　
☎0240ｰ27ｰ3040

エアロバイク、
ランニングマシン

など
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こちらＪヴィレッジフィットネスクラブです
◎今回のワンポイントレッスン　－ヨガ編―

門のポーズ
【方　　法】　　
①骨盤は正面を向いたまま、左足を真横に出します（写真①）
　※つま先はななめ前へ向けましょう。
②〈息を吸いながら〉両手を肩の高さに広げ、〈息を吐き
ながら〉お腹に力を入れ、体をゆっくりと左側へ倒し
ます。この時わき腹の伸びを感じながら右手は天井へ
（写真②）、余裕があれば左側へ倒します。（写真③）。
　※呼吸は続けましょう。20～30秒程度キープで！
③〈息を吸いながら〉両手を肩の高さに戻します。
　反対側も同様に！

・�なるべく支えている手に体重は加えず、お腹で
体を支えるようなイメージで行いましょう。
・�目線は上の手の指先を見ますが、首がつらい方
は床に目線を落としましょう。
　※無理のない範囲で動かしましょう。

ポイント

写真③

写真①

写真②

余裕があれば挑戦！

新年度のスタートに！

いつでも見学可能です！

Ｊヴィレッジ 検索

Ｊヴィレッジフィットネスクラブ特集　～マシン紹介その④～

マシントレーニングの効果って？？
マシントレーニングは軌道（動かす方向）が決まっています。

正しいフォームで行うことで初心者の方でも簡単に鍛えたい場所をトレーニングすることができます！

チェストプレス
大胸筋と呼ばれる胸の筋肉をメインで鍛えるマシンです。
日常生活ではあまり出来ない「ものを押す」という動作
をします。
バストアップにも効果があり、女性などにも人気です！
また、肩や二の腕も同時に鍛えることができます。

レッグエクステンション
太ももの前側の大腿四頭筋を鍛えるマシンです。
この筋肉は膝の安定性に重要な筋肉です。
膝痛などの予防や改善に効果的です。

Jヴィレッジフィットネスクラブトレーナー
遠藤　健一（えんどう　けんいち）
●出身地：須賀川市
（この時期といえば、釈迦堂川の
桜並木が綺麗です！！）　　　　

お問い合わせ先
☎0240ｰ23ｰ7013　(フィットネスクラブ直通)��

営業時間などの詳細につきましてはＪヴィレッジホームページをご確認ください。

伸びを感じよう！



 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■は休室日
開室時間：午前８時30分～午後５時15分

図書室休室日のお知らせ
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）
年
の
こ
の

日
、ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者
『
ロ
ー
イ・

チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
』
が

ゴ
ビ
砂
漠
へ
向
け
て
北
京
を
出
発
。

　
そ
の
後
５
年
間
に
及
ぶ
探
検
中
に
、

恐
竜
の
卵
の
化
石
25
個
を
世
界
で
初
め

て
発
見
し
、
そ
の
後
の
本
格
的
な
恐
竜

研
究
の
始
ま
り
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

◇
関
連
図
書

や
り
す
ぎ
恐
竜
図
鑑
　
な
ん
で
こ
こ
ま

で
進
化
し
た
!?

�

小
林�

快
次
：
監
修

�

川
崎�

悟
司
：
イ
ラ
ス
ト

　
頭
に
６
本
も
の
長
い
角
が
あ
る
ス

テ
ィ
ラ
コ
サ
ウ
ル
ス
！

　
暑
い
と
干
上
が
っ
て
し
ま
う
ス
ー

パ
ー
サ
ウ
ル
ス
！
？
等
々
。

　
映
画
な
ど
で
は
と
っ
て
も
怖
い
恐
竜

で
す
が
、
恐
竜
の
常
識
を
打
ち
壊
す
恐

竜
図
鑑
で
す
。

◇
一
般
図
書

推
し
、
燃
ゆ

宇
佐
見�

り
ん
：
著

　
第
１
６
４
回
芥
川
賞
受
賞
＆
２
０
２

１
年
本
屋
さ
ん
大
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
。

　「
推
し
」
の
言
葉
に
馴
染
み
深
い
10

～
20
代
、
子
ど
も
た
ち
を
理
解
し
た
い

と
考
え
て
い
る
親
世
代
、
何
か
の
存
在

を
心
の
支
え
に
生
き
る
人
に
読
ん
で
頂

き
た
い
本
で
す
。

◇
児
童
図
書

マ
ス
ク
を
と
っ
た
ら

い
り
や
ま
さ
と
し
：
作

　
み
ん
な
は
、
マ
ス
ク
を
と
っ
た
ら
な

に
が
し
た
い
？

　
動
物
さ
ん
た
ち
は
何
を
し
た
い
の
か

な
？

　
動
物
さ
ん
が
や
り
た
い
こ
と
を
、
一

緒
に
マ
ネ
し
て
み
て
ね
。

　
動
物
た
ち
と
一
緒
に
、
子
ど
も
達
が

思
い
っ
き
り
遊
べ
る
絵
本
で
す
。

4
月

17
日
は

　
　
　『
恐
竜
の
日
』

柳 美里さんのコーナーを新設
　広野町に縁のある芥川賞作家の柳美里さんの小説
を中心に、広野町図書室に「柳	美里コーナー」を新
設しました。
　柳	美里さんが執筆した小説20冊あまりをライン
ナップしています。ぜひ、ご覧ください。

寄贈本について
　今回（令和３年２月１日～２月28日）は
９名の方に寄贈頂きました。
登録84冊／リサイクル24冊・合計108冊
ありがとうございました。

４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

５月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

新着図書紹介
・JR上野駅公園口／柳美里
・心淋し川／西条奈加
・累々／松井玲奈
・ダーリンの進化論／高嶋ちさ子
・マスクの次に何作る？ミシンで楽しむ布こもの／ブティック社
・そしておめでとう／瀬戸口清文：詩　えからしみちこ：絵
・ぼく、うしになる／中川ひろたか：作　さとうまさのり：絵
・にんじゃじゃ！／岡本よしろう
・ひみつの妖精ハウス⑪／ケリー・マイケン
・ふしぎ駄菓子屋銭天堂⑭／廣嶋玲子

他17冊
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March
Spring is here! Let's not forget the best month is here as well.
春ですよ。最高の時期がやってきたことを、忘れないで下さいね。
Let'ｓ start by sending our condolence to everyone and their families who were brought 
distress from earthquake 10 years ago.  My heart goes out to you all.
10年前の地震で被災された皆さまとご家族に哀悼の意を表します。皆さまの悲しみを心で感じています。
As you read this message from me today, this is my last.
あなたが読んでいる私からのこのメッセージは、これが最後となります。
I must say it has been a good year despite covid.
この１年は、コロナ禍ではありましたが、最高だったと言わなければなりませんね。
None the life we can celebrate life every day!
人生は、毎日がお祝いなのですからね。
I enjoyed my time in Fukushima and it's 
now time for me to move on to the next 
chapter of my life. 
福島での時間を楽しむことが出来ましたが、そろそろ人生の
次の章に進む時が来たようです。
I wish you all the best.
Stay strong, safe and keep healthy! 
GAMBATTE!!
皆さんに良いことがありますように。
丈夫で、安全で、健康に！　ガンバッテ！

英語であれこれ
第11回
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行
々
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選

会員募集のお知らせ
　広野町俳句会では、会員を募集しています。俳句に興味のある方大歓迎です。俳句を通して
みなさんと交流してみませんか。詳しくは、下の連絡先までお問い合わせください。
	問	 広野町俳句会　☎090-7063-1676
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　皆さん、こんにちは。広野町起業型地域おこし
協力隊の大場です。今回は３月に行われたイベン
トのレポートをしたいと思います。
　３月９日・１０日にぷらっとよってねちゃのま
つりが広野町多世代交流スペースにて開催されま
した。親子セミナー・カラーセラピー・親子撮影
会・大人の英会話など４つのイベントを開催しま
した。たくさんの方に参加していただきありがと
うございました。
　春の親子撮影会ではお母さん同士の交流にも
なっていてとても和やかな雰囲気で開催すること
ができました。写真の仕上がりもフォトスタジオ
で撮ったような仕上がりに皆さん大満足でした。

また開催したいと思います。
　今回のこの企画はインターン生の皆さんが企画
立案しました。残念ながら当日は緊急事態宣言と
なってしまい会場に来ることができなかったので
すが広野との繋がりができたと思います。今後も
このようなイベントを開催していきます。

地域おこし協力隊通信　No.24

広野町振興公社紹介コーナー 第21弾

　トロピカルミュージアム内に、３月11日（木）より「フルーツパーラ二ツ沼　ひろぼーの
休憩所」をオープンしました。
　「二ツ沼バーガー」や「たこ焼き」などの軽食、「チョコバナナ」や「ホイップ＆あんこ」な
どのスイーツバーガー、「綺麗バナナジュース」や「マンゴージュース」などのフルーツジュー
ス、様々なメニューを多数取りそろえています。
　さらに、ふたば未来学園高等学校スペシャリスト系列農業クラブと（株）広野町振興公社が
コラボして開発した手作りスイーツ「ふたばクッキー」、「未来ドーナツ」、「学園マドレーヌ」
も販売します。バナナの芳醇な香りが口いっぱいに広がる特別なスイーツです。

　お昼は、広野町の新たな魅力の一つ「ひろぼーの休憩所」
で、ひろぼーと一緒に休憩しませんか？
営業時間：火曜日～金曜日の午前11時～午後１時30分

カフェ「フルーツパーラ二ツ沼　ひろぼーの休憩所」オープン！

多彩なメニューカウンターでご注文

広野町産バナナ「綺麗」を
つかったスイーツ

オープンした
「ひろぼーの休憩所」

問 	多世代交流スペースぷらっとあっと
☎0240ｰ23ｰ6882
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火災原因

第１位「「たたきき火火」」 第２位「「火火入入れれ」」 第３位「「たたばばここ」」
４３３件（３１％） ２６２件（１９％） ７６件（６％）

全国で大規模な山火事が発生しています！

　山火事は３月から５月に多発しています。
　冬に下草が枯れ、落ち葉が積もり、燃えやすいものが堆積さ
れます。春になると季節風や乾燥状態の日が続き、ちょっとし
た火でも燃え広がってしまいます。

山火事の原因の上位は、全て人的要因です。
入山の機会が増えるこの季節、特に火災予防をお願いします。

火災件数 1,390件
全国の山火事の状況（令和元年）

消防署からのお知らせ

　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は	「ごみと資源の分け方・出し方」	を確認し、	
指定ごみ袋に分別して、	収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。

日 土
４月

月 火 水 木 金

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

April

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

日 土
５月

月 火 水 木 金

May

2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

１
８

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ

ペットプラペットプラ 可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

可燃可燃

ビンビン

不燃不燃

カンカン

火事と救急は119番 〈連絡先〉 富岡消防署楢葉分署
　　　　 ☎0240ｰ25ｰ2119

広野町内ごみ収集カレンダー
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水�道�修�理�当�番�表
業　者　名 令和３年４月 令和３年５月

北 陽 管 工 ㈲　0240-27-3419 １日～４日・19日～25日 5日～9日・24日～30日
㈲山忠設備工業　0240-27-3311 12日～18日 3日・4日・17日～23日
㈲ 吉 田 鉄 工 所　0240-27-3241 ５日～11日・26日～30日 1日・2日・10日～16日・31日

〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団

改修工事が完了した
急速ろ過機

問 	

　急速ろ過機の改修工事については、設置されている№1～№4
すべて完了しました。
　管理棟内においては、水質計器(水質を24時間測定する機器)
の設置が完了し、今後浄水場から水質測定する水（原水、ろ過水、
浄水）を送ってくるサンプリング配管などの整備が行われます。
　その他、管理棟内に通電するための電気工事が行
われ、排水処理施設（水を作る過程で出る汚れを処
理するための施設）に排水配管等の整備が開始され
ます。
　引き続き、安心・安全な水を安定的に供給するよ
う努めてまいります。

水道水中における放射性物質のモニタリング結果
１.	測定機関　	双葉地方水道企業団　　	２.	分析装置　ゲルマニウム半導体検出器　
３.	検査頻度　毎日　	 	 	 ４.	測定方法　水道水などの放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５.	検査結果　202１年２月１日～2021年２月28日分（毎日採水、毎日検査）

採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
小滝平浄水場 大船水源（表流水）	 不検出 不検出 不検出
小山浄水場 木戸川（ダム放流水）	 不検出 不検出 不検出

※	いずれの検体も、２月28日時点で放射性物質は不検出です。※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/kg）未満
であることを示しています。※	現在、広野町内の水道水は、小滝平浄水場および小山浄水場より給水しております。

《参考》検査日現在の目標値 （単位:Bq/kg）
※	これまで暫定規制値が設定されていた放射性
ヨウ素については、	半減期が短く、	国に平成
23年７月15日以降の検出報告がないことか
ら、	規制の対象から除外されました。

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
－ 10

水道企業団からのお知らせ
小滝平浄水場改修工事の進捗状況 ❼

設置された水質計器

自分たちの町は自分たちで守る
広野町消防団　団員募集
広野町婦人消防隊　隊員募集

活動内容や待遇などの詳細は
問 広野町 環境防災課　☎0240-27-2114

　　　　司法書士法人 わたなべ法務事務所

TEL0246-88-1818 FAX0246-88-1819

いわき事務所

代表社員　渡辺和則

【主な取り扱い業務】

・相続・売買・贈与による名義変更・会社の登記・建設業

〒979-1112 双葉郡富岡町中央二丁目２０番地

TEL0240-22-1919 FAX0240-22-1939
富岡事務所

〒970-8026 いわき市平字童子町４-18

いわき建設会館５F(月～金９:00～18:00)

広

告
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

広 野こど も 園

広 野 町 児 童 館

広 野 小 学 校

　「げんキッズ」は、就学前のお子さんを対象
に、テーマ遊びや保護者同士で情報交換をする
場で、保育士などによる育児相談なども行って
います。
　第２、第４火曜日の午前10時30分～午前
11時30分です。みなさんの参加をお待ちして
います。
※受付は午前10時からになります。
※	事前申し込みになります。（前日までに広野
こども園まで連絡をください。）
開　催　日 会　場 内　容

５月12日（水）広野こども園 リズム遊び

５月26日（水）広野こども園 春のお散歩

げんキッズの

ご 案 内

　スポーツリズムトレーニングを始めました！『リズ
ム感』を高めることで、運動機能を向上させるトレー
ニングです！音楽に合わせて体を動かします♪ジャン
プやステップなど、リズミカルな動きが多いので、子
ども達はノリノリで楽しそう！登館すると、『今日は
リズムジャンプやらないの？』と、楽しみにしていま
す。

　３月11日（木）、東日本大震災から10年を迎えま
した。地震が発生した時刻に合わせて、全校生と全職
員が校庭に整列し、海の方を向いて黙祷をしました。
犠牲になられた方々のご冥福と今後のさらなる復興を
祈りました。今後も、震災から学んだ教訓・知識を風
化させずに、子ども達に正しく伝えることができるよ
うな防災教育を進めてまいります。

　４月から年長組になりました！心も体も大きくなっ
て、こども園で一番大きいおにいさん、おねえさんで
す。友だちや先生とたくさん遊んで、思い出いっぱい
の楽しい一年にしたいです!!
　新学期を迎えて、子どもたちはもちろん、職員一同
新たな気持ちで頑張っていきたいと思いますので、ご
協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

年長組がんばります!!

↑年長組になったおにいさん、おねえさん

リズムトレーニング♪

あれから10年

↑校庭に整列する生徒

↑ジャンプ♪ステップ♪楽しいね
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学校給食に使用する食材
については、毎日放射性
物質の検査をしています。

こひろのっ
広野こども園ひろぱーく
広  野  小  学  校
広  野  中  学  校
ふたば未来学園
広 野 町 児 童 館
広野町教育委員会事務局

☎0240-27-2345
☎0240-27-2332
☎0240-27-3224
☎0240-23-6825
☎0240-27-3288
☎0240-27-4166

ふたば未来学園生徒数　合計　　 505人
　中学校 131人　 高等学校 374人

園児･児童･生徒数 　合計　　 382人
　小学校　155人　　中学校　68人
　こども園  92人　　児童館　67人

R３.３.１現在

JFAアカデミー福島

広 野 中 学 校ふ たば 未 来 学 園

↑リボンを手に思いを馳せる生徒

広野町「被災の祈り」に参加中学２年の林君が、環境大臣賞を受賞

10期生卒校式を実施

　３月13日（土）、Ｊヴィレッジを会場に、環境省主
催の「いっしょに考える『福島、その先の環境へ。』チャ
レンジアワード」の授賞式が行われました。このアワー
ドは、福島のこれからの環境で実現したいアイデアや
思いについて、全国の中学生、高校生、大学生を対象
に行われたものです。中学生、高校生、大学生それぞ
れの部門ごとに審査が実施された結果、本校から応募
した中学２年の林佳瑞君が、見事最優秀賞（環境大臣
賞）を受賞しました。当日は、小泉進次郎環境大臣か
らリモートで表彰が行われました。授賞式中に大臣や
内堀福島県知事とのトークセッションも行われ、林君
の質問に大臣が答えてくださる場面もあるなど、意義
深い授賞式になりました。また、本校からは他に９名
もの生徒が受賞するなど、福島のこれからにかける本
校生徒たちの熱い思いを発信できたと思います。
　入賞以上の作品の詳細は、環境省のＨＰからご覧頂
けます（福島。この先の環境へ。で検索すると見つけ
やすいと思います）。ぜひご覧ください。今後も生徒
の活躍をお伝えしていきたいと思います。

↑６年間で大きく成長した10期生

↑環境大臣賞を受賞した林君（左）

JFAアカデミー福島　10期生　久保　龍生　
　この６年間を振り返ると、様々なことを経験し、人
として、サッカー選手として大きく成長できたと思い
ます。しかしアカデミーでの生活はうまくいくことば
かりではありませんでした。そんな時いつもサポート
していただいたスタッフの方々、素晴らしい環境を提
供してくださった時之栖の皆様には感謝の気持ちしか
ありません。また６年間苦楽を共にした10期生の仲
間と過ごせた日々は私にとってかけがえのないものと
なりました。これからも夢に向かって頑張ります。

　３月11日（木）、町主催の広野町「被災の祈り」に、
全校生で参加しました。海岸で行いましたので、より
10年前の記憶を想起された生徒もいたのではないか
と思います。あの日から10年が経過し、震災の風化
も言われていますが、経験は糧として、これからの人
生に生かしていってほしいと思います。

■営業時間：午前11時～午後６時
■定 休 日：毎週日曜日
　詳細はふたば未来学園のホームページをご覧ください。
　https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp

Caféふぅ からのお知らせ

生徒が運営しているカフェです。
どうぞお気軽にお越しください！
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第５部　広野中学校２年　落合紗代さんの作品

（住民基本台帳人口による） 
平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正により外国人住民についても集計しています。 人口と世帯数 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 

防災行政無線電話応答サービス　☎0240-28-0120　※本サービスは、通話料のみ有料となります。

あなたの写真が広報ひろのに載っていたら、総務課の窓口でお渡しできます。お気軽にお問い合わせください。

 みなし居住率 

142.8％
（4234人+2483人）／4703人
（町民居住者+滞在者）／住基人口

令和３年２月28日現在
 町のすがた 

世帯数　 2178世帯（+7）
総人口　 4703人（+5）
 （男） 　 2463人（+3）
 （女）　  2240人（+1）

 人のうごき 
転　入　27人
転　出　23人
出　生 　 1人
死　亡  　1人

 帰還率 

90.0％
4234人／4703人

町民居住者／住基人口

配信中!!


